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第1編自然•地誌

第

一

章

位

置
•

面
積

一
 

位 

置

本
町
は
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
東
北
部
を
占
め
、

始
咫
郡
の
北
部
に 

位
置
す
る
。

鹿
児
島
市
か
ら
東
北
に
約
四
九•

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

離
れ
、

九
州
山
脈
の
南
端
に
隆
起
す
る
霧
島
火
山
群
の
山
ろ
く 

一
 

帯
の
地
を
占
め
、

北

は

宮

崎

県

え

び

の

市

並

び

に

栗

野

町

に

接 

し
、

東
は
霧
島
町
、

南
は
隼
人
町
、

西
は
天
降
川
を
挟
み
横
川
町 

に
接
し
て
い
る̂

こ
の
東
西
に
狭
く
、
南
北
に
長
い
地
域
を
も
つ
わ
が
町
の
最
北 

端
は
、

大
字
万
膳

大

霧

の

牧

園

町•

栗

野

町
•

宮
崎
県
え
び
の
市 

の
三
境
界
点
で
、

北
緯
三
一
度
五
六
分
二
五
秒
二
、

最
南
端
は
大 

字
下
中
津
川
古
道
で
北
緯
三
一
度
四
七
分
三
九
秒
、

ま
た
、

東
端 

は
大
字
高
千
穂
韓
国
岳
の
頂
上
東
経
一
三
〇
度
五
一
分
五
一
秒 

八
、

西
端
は
大
字
万
膳
吉
原
、

東
経
ニ
一
一
〇
度
四
三
分
五
〇
秒
六 

で
あ
る
。
東

西

一

〇•

五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南

北

一

七•

五 

平
方
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
の
菱
形
を
な
し
て
い
る
。

二

面
 

積

木

町

は

総

面

積

一

ニ•

九
六
五
へ
ク
タ
ー
ル
で
、

そ
の
広
さ
は 

郡
内
一
位
、

県

下

町

村(

市
を
除
く)

第
九
位
で
、

吉
松
町
の
約 

二
•

四
倍
、
溝
辺
町
の
二
倍
、

横
川
町
の
一
・
八
倍
の
広
さ
を
も

霧 島 山

4



第1章位置•面積

積面

（平成元年12月1日現在）

総 面 積
ha

12, 965
100. 0%

摘 要

① 山林、原野 9,616 74.0 国、県、町、民有、原野

② 農用地 1,468 11.3 水田、畑、草地、樹園地

③ その他 1,881 14.7 宅地、道路、河川、その他

土地の利用形態

①山林、原野

（平成元年12月1日現在）

私 有 地
ha

5,651
58.7%

町 有 地 1,493 15. 5

県 有 地 181 1.9

国 有 地 2, 291 23. 9

小 計 9,616 100.0

②農用地

水 田
ha

463
c” ％ 
315

畑 940 64.0

牧 場 65 4. 5

小 計 1,468 100.0

③その他

セ 地 246 1M 21.6%

鉱 泉 地 0.3

雑 種 地 82 7. 2 JR、ゴルフ場、その他

道路、河川、公共用地 811 71.2

小 計 1,139. 3 100.0
___________________________

（資料町税務課）
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第1編自然•地誌

つ
大
き
な
町
で
あ
る
。

し
か
し
、

総

面

積

の

七

九•

九
〇
パ
ー
セ 

ン
ト
を
山
林
原
野
で
占
め
、

農
耕
地
は
わ
ず
か
に
一
一 
•

三
〇
パ 

—
セ
ン
ト
、

そ

の

他

が

八•

八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

面 

積
の
内
訳
は
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

農
地
は
、

水

稲

の

減

反

政

策

に

よ

り

水

田

の

荒

廃
が

甚
だ

し 

く
、

畑
地
に
お
い
て
も
地
形
的
な
不
利
と
労
働
力
の
劣
悪
な
ど
に 

よ
る
耕
作
放
棄
、
転
用
が
目
立
ち
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い 

る
。
農
地
の
転
用
状
況
を
み
る
と
、

山
林
へ
の
転
用
が
多
く
、

ま 

た
、
最
近
宅
地
な
ど
へ
の
転
用
も
あ
る
。

こ
れ
は
、

田
畑
の
耕
地 

面
積
が
減
少
し
、

反
面
、

山

林
•

原

野
•

牧
場
な
ど
の
面
積
が
増 

加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

6



第2章地勢•地質

第

二

章

地

勢
•

地
質

一
 

地
勢•

地
質

牧
園
町
の
地
勢
を
概
観
す
る
と
、

北

東

部

は

韓

国

隔

、

大

浪 

池
、
新
燃
岳
、
中
岳
、

高
千
穂
峯
な
ど
の
霧
島
火
山
群
が
高
く
連 

な
っ
て
そ
び
え
て
い
る
。

そ
の
南
西
斜
面
の
す
そ
野
は
遠
く
延
び 

て
、

更
に
南
方
に
広
く
開
け
、
標
高
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
〇 

〇
メ
ー
ト
ル
の
火
山
噴
出
物
原
野
を
構
成
し
て
い
る
。

こ
こ
に
位 

置
す
る
牧
園
町
は
、

北
東
部
が
高
く
南
西
部
に
向
か
っ
て
低
い
こ 

の
波
状
高
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、

谷
間
は
一
般
に
深
く
切
り
立 

っ
て
お
り
、

地
形
は
急
峻
で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
、

平
坦
地
は
極 

め
て
少
な
い
。

こ
れ
ら
の
地
形
を
、
霧
島
連
山
の
生
い
立
ち
と
、

蛤

良
•

加
久 

藤
カ
ル
デ
ラ
説
に
よ
っ
て
考
察
す
る
と
、

本
県
の
陸
地
は
、

い
ま 

か
ら

約

二

億

二

〇

〇

〇

万

年
か
ら

七
〇
〇
〇
万
年
前
の
中
生
代 

に
、

ア
ル
プ
ス
造
山
運
動
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

基
盤
は
四
万
十
層
群
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
新
生
代
の
第
三

期

の

初

め

ご

ろ(

今
か
ら
約
七
〇0
0

万
年
前)

に
な
る
と
、

日 

本
の
付
近
は
激
し
い
造
山
運
動
で
次
第
に
隆
起
し
、

大
陸
と
陸
続 

き

に

な

っ

た(

大
陸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
日
本
は
、

お
よ
そ
一
万 

〜
ハ
〇
〇0

年
前
に
現
在
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
列
島
の
形
と 

な
っ
た)

。

そ
し
て
、

約
三
〇
〇0

万
年
前
の
新
生
代
第
三
紀
の 

中
ご
ろ
か
ら
、

相

次

ぐ

火

山

の

噴

出
で

「
旧
霧
島
火
山
帯
」
が
形

成
さ
れ
た
。

こ
の 

時
期
は
、
大
小
さ 

ま
ざ
ま
な
規
模
で 

地
盤
の
上
が
り
下 

が
り
が
あ
り
、

第 

三
紀
層
の
堆
積
が 

行
わ
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
が
、
第
四 

紀
(

新
生
代
の
後 

半
で
、

一0

〇
万 

年
前
か
ら
現
在
ま 

で)

に
入
っ
て
、
 

「
旧
霧
島
火
山
帯
」 

の
東
側
に
現
在
の

霧島の山々

7



第1編自然•地誌

「
霧
島
火
山
帯
」
が
生
ま
れ
た
。

霧
島
火
山
は
多
数
の
小
規
模
な
火
山
か
ら
成
り
立
っ
た
複
合
火 

山
で
、

完
全
火
ロ
二
五
、

火

口

湖

二

—
、

爆
裂
ロ
八
が
あ
る
。

朿 

南
の
御
池
か
ら
北
の
飯
盛
山
ま
で
鹏
径
：

し
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、.
西 

の
烏
帽
子
岳
か
ら
東
の
夷
守
岳
が
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

山
ろ 

く
の
周
囲
は
五0
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
日
木
仃
数
の
大
火 

山
地
域
を
形
成
し
て
い
る
が
、

主
峰
高
千
穂
一
五
ヒ
四
メ
ー
ト
ル 

と
韓
国
岳
一
七
〇
〇
ニ
ー
一
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
線
は
、

西
北
—

東
南 

に

走

っ
て

宮

崎•

鹿
児
島
の
県
境
と
な
り
、

山
腹
は
東
北
に•
卜
っ 

て

宮
崎
県
側
に
え
び
の
市•

小

林
•

都

城

な

ど

の

盆

地

を

つ

く 

り
、

西
南
鹿
児
島
側
に
は
牧
園
高
原
か
ら
鹿
児
島
湾
北
),.<

の
シ
ラ 

ス
台
地
群
に
続
い
て
い
る
。

こ
の
霧
，島
山
系
の
群
峰
は
、
高
千
他 

峯
の
頂
上
か
ら
考
察
す
る
と
、

だ
い
た
い
北
か
ら
南
東
に
二
〇
キ 

ロ
メ
ー
ト
ル
の
四
大
縦
列
を
し
て
い
る
が
、

こ
の
流
れ
に
直
交
す 

る
栗
野
岳|

飯
盛
山
と
佐
賀
利
山
。

え

び

の

店

—
白

鳥

山
•

順 

后
、

更
に
大
浪
池
—
韓
国
岳
と
烏
帽
子

|6-
——
新
燃
一

Il?;-
——

大
幡
山
—— 

丸
岡
山
—

夷
守
山
を
結
ぶ
四
つ
の
横
列
が
あ
り
、

こ
の
縦
列
、
横 

列
の
線
上
に
多
く
の
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。
 

霧
島
火
山
帯
の
生
い
立
ち
は
、

相
当
複
雑
で
諸
説
が
あ
る
が
、
 

こ
の
地
区
に
流
入
し
た
始
良
火
山
の
噴
出
物(

シ
ラ
ス
と
熔
結
凝

灰
汁)

に
よ
っ
てT

r

期
と
新
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
期 

の
も
の
は
更
に
栗
野
岳
安
山
岩
類
、
白
鳥
安
山
岩
類
の
二
活
動
期 

に
分
か
れ
、

い
ず
れ
も
広
い
す
そ
野
台
地
の
基
底
に
ま
で
及
ぶ
広 

大

な

楣 

状
火
山
を
形
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
今
日
前
者
は
、

栗 

n

岳(

一
〇
九
四
メ
ー
ト
ル)

、
後

者

は

白

鳥

山

北

方(

二
二
〇
〇 

メ

ー

ト

ル•

蝦

野

岳
(

二
二
〇
五
メ
ー
ト
ル)
•

獅

子

戸

岳
(

一
 

四
二
八
メ
ー
ト
ル)

な
ど
に
そ
の
一
部
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
古 

期
の
火
山
活
動
後
、
県

下

一

円

及

び

熊

本•

宮
崎
方
面
に
分
布
し 

て

い

る

シ

ラ

ス•

熔

結

凝

灰

岩

は

始

良•

阿
多
の
火
山
活
動
が
底 

盛
な
時
、

両
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
大
量
の
軽
石
流
と
さ
れ
、
 

こ
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
古
期
の
霧
島
火
山
は
一
応
覆
わ
れ
た
と
い 

わ
れ
て
い
る
。

現

在

浅

谷•

轟

木
•

母
ヶ
野
な
ど
の
霧
島
山
山
ろ 

く
を
中
心
と
し
て
標
高
四
〇0

メ
ー
ト
ル
以
下
よ
り
隼
人
町•

国 

分

111
の
沿
岸
一
帯
に
見
ら
れ
る
十
三
塚
原•

春

山

原•

須
川
原
な 

ど
及
び
本
町
南
部
の
稼
原
な
ど
標
高
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の 

高
原
と
な
っ
た
も
の
で
、
霧
島
火
山
の
熔
岩
類
か
ら
で
き
て
い
る 

山
岳
地
帯
と
は
地
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

新
期
の
火
山
活
動
は
高
千
穂
を
中
心
と
す
る
東
部
火
山
群
と
韓 

国
岳
を
中
心
と
す
る
西
部
火
山
群
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
別
個 

に
展
開
し
た
。

前
者
に
属
す
る
も
の
に
は
高
千
穂
峯•

新

燃

厉•

8



第2章地勢•地質

御
鉢
な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
韓

国

岳•

大
浪
池
火
山
な
ど
が 

あ
る
。
御

鉢
や

新

燃

に
は

有

史

以

来
の
噴
火
が

記
録
さ
れ
て

い 

る
。旧

霧
島
熔
岩
か
ら
で
き
て
い
る
火
山
は
六
観
音
池
、
韓

国

岳

・
 

大
浪
池
、

丸

岡

山•

大

幡

山•

夷
守
岳
二
一
つ
石
な
ど
で
、
も
は 

や
火
山
活
動
は
み
ら
れ
な
い
。
火
山
の
造
成
は
終
わ
り
、

外
界
や 

自
然
の
力
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

山
体
も
偏
平
で
、

大 

き
な
火
口
や
爆
裂
火
口
を
有
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

た
だ
噴
気

孔
や
温
泉
に
昔
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
新
霧
島
熔
岩 

に
属
す
る
も
の
は
、

飯

盛

山•

不

動

池
•

甑

岳
•

硫

黄 

山

・

白

紫

池•

新

燃

岳•

中

岳
•

御

池
•

高

千

穂

峯•

御 

鉢
な
ど
で
、

そ

の

形

体

は

円

錐

形

又

は

つ

り

が

ね

形

を 

し
、
あ
ま
り
外
界
の
破
壊
を
受
け
て
い
な
い
。

火
口
内
は 

急
斜
し
て
お
り
、
熔
岩
原
も
原
形
の
ま
ま
で
あ
る
。
時
 々

火
山
活
動
を
し
て
い
る
。

霧
島
火
山
は
地
方
水
系
に
対
す
る
分
水
嶺
を
な
し
、

大 

体
三
方
へ
水
を
流
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、

火
山
の
南 

に
源
を
発
し
西
南
流
し
て
隼
人
町
日
当
山
、

国
分
平
野
を 

流
れ
て
鹿
児
島
湾
に
注
ぐ
天
降
川
で
あ
る
。

天
降
川
は
多
数
の
支
流
を
合
わ
せ
て
流
れ
て
い
る
が
、

牧
園
町
北
西
佐
賀
利
山
の
北
方
、
東
方
に
源
を
発
し
て
い
る
万
膳 

川
•

三
体
川
及
び
大
浪
池
の
す
そ
か
ら
流
出
し
て
い
る
石
坂
川
・ 

小
谷
川 
•

中
津
川
は
激
し
い
浸
食
を
起
こ
し
、
 

こ
の
地
域
に
変
動 

を
与
え
、
複
雑
な
地
形
を
つ
く
っ
て
い
る
。
中
津
川
は
上
流
に
お 

い
て
急
流
を
な
し
、

地

盤
の
熔
岩
を
う
が
ち

丸
尾
の
滝(

安
山
岩 

の
柱
状
節
理
が
み
ら
れ
る)

を
つ
く
り
、
笹
之
段
で
前
方
が
開
け 

平
地
と
な
る
。

こ
の
支
流
で
あ
る
小
谷
川
が
霧
島
街
道
に
沿
い
牧 

場
を
流
れ
、
轟
木
付
近
か
ら
灰
砂
層
の
上
を
流
れ
深
い
谷
を
つ
く丸尾の潼

9
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り
、
前
者
と
合
流
し
て
中
津
川
の
平
地
に
水
川
地
帯
を
形
成
し
て 

い
る
。
更
に
犬
飼
集
落
を
過
ぎ
て
犬
飼
滝
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
火 

山
噴
出
物
で
あ
る
熔
岩
を
浸
食
し
て
深
谷
を
な
し
て
い
る
。

石
坂 

川
及
び
三
体
堂
田
原
に
段
丘
を
つ
く
っ
て
い
る
三
体
川
は
宿
窪
田 

で
合
流
し
て
い
る
。

こ
こ
に
火
山
灰
沖
積
地
を
つ
く
り
、

城
ケ
後 

を
過
ぎ
る
に
及
ん
で
峡
谷
を
な
し
て
い
る
。

ま
た
、

万
膳
川
は
支 

流
錯
河
川
と
成
政
で
合
流
し
、

前
方
の
広
い
火
山
灰
沖
積
地
を
流 

れ
、

渡
瀬
を
過
ぎ
て
金
山
川
に
合
流
す
る
。
金
山
川
は
横
川
町
山 

ヶ
野
金
山
に
源
を
発
し
て
横
川•

牧
園
付
近
で
か
な
り
の
段
丘
を 

つ
く
り
、

植
村
で
万
膳
川
、

塩
浸
温
泉
付
近
で
石
坂
川
、

妙
見
で 

中
津
川
を
合
流
し
て
南
流
し
て
い
る
。

上
層
の
シ
ラ
ス
層
か
ら
下 

層
の
泥
熔
岩
ま
で
浸
食
さ
れ
、
険
岸
が
両
壁
に
そ
そ
り
立
ち
、

清 

流
が
岩
を
か
ん
で
流
れ
る
景
勝
地
で
あ
る
。

こ
の
渓
谷
左
岸
に
新 

川
温
泉
郷
を
つ
く
り
、

国
道
二
ニ
三
号
線
が
昭
和
四
十
ー 

一
年
、
新 

川
渓
谷
経
由
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
。

標
高
大
な
る
霧
島
山
系
か
ら
流
下
す
る
川
沿
い
に
平
地
が
形
成 

さ
れ
、

一
般
に
川
沿
い
及
び
周
辺
に
集
落
は
存
在
し
て
い
る
。

こ 

の
地
域
は
通
常
高
冷
地
で
、
標
高
の
高
い
地
域
で
あ
る
が
、

耕
地 

は
大
体
標
高
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ 

に
展
開
し
て
お
り
、

水
田
は
谷
間
の
河
川
流
域
に
迫

11.1
棚
田
状
に

開
け
、

畑
は
山
ろ
く
や
丘
陵
面
に
段
畑
、

傾
斜
畑
状
に
広
が
っ
て 

い
る
。
耕
地
を
切
り
開
く
こ
と
は
自
然
的
に
困
難
で
、

耕
地
率
は 

低
く 

一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
な
い
水
準
で
あ
る
。 

鹿
児
島
県
に
は
新
生
代
第
三
紀
中
新
世
以
降
か
ら
現
世
に
至
る 

間
に
噴
出
し
た
火
山
岩
類
及
び
火
山
放
出
物
が
分
布
し
、

殊
に
薩 

摩
半
島
北
部
及
び
南
端
部
、

霧
島
地
区
、

鹿
児
島
湾
の
北
西
部
及 

び
薩
南
諸
島
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

あ
島
火
山
の
噴
出
順
序
及
び
地
質
は
中
世
層
の
基
盤
の
上
に
第 

三
紀
中
新
世
〜
鮮
新
世
の
火
山
岩
類
が
の
り
、

更
に
霧
島
の
活
動 

前
半
又
は
そ
れ
以
前
に
活
動
し
た
蛤
良•

加
久
藤
な
ど
の
カ
ル
デ 

ラ
噴
出
物
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。

霧
島
火
山
の
活
動
は
第
四
紀 

(

一
〇0

万
年
前
〜
現
在)

の

更

新

世(

洪
積
世
と
も
い
い
、

一
〇 

〇
万
年
前
〜
一
万
年
前)

以
降
で
、
噴
出
物
は
古
い
方
か
ら
順
に 

栗

野

安

山

岩

類•

白

鳥

安

山

岩

類•

古
期
噴
出
物
、

現

世
(

沖
積 

世
と
も
い
い
、

一
万
年
前
〜
現
在)

に
入
っ
て
桜
島
火
山
と
活
動 

時
期
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
新
期
噴
出
物
に
四
大
別
さ
れ
て
い
る
。
 

つ
ま
り
、
霧
島
火
山
は
古
い
時
代
か
ら
の
火
山
岩
の
重
な
り
か
ら 

成
る
わ
け
で
、

栗

野
•

白
鳥
両
安
山
岩
類
の
正
確
な
地
質
時
代
は 

わ
か
っ
て
い
な
い
。

鮮
新
世
安
山
岩
と
し
て
本
町
で
は
佐
賀
利

III
及
び
一
：
体
堂
の
中

10
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野
•

川

床
•

田
方
か
ら

宇

都

口•

轟

木

に

わ

た

る

佐

賀

利

安

山 

岩
、

手

洗
•

大

霧

か

ら

内

の

野•

浅
谷
に
至
る
牧
園
安
山
岩
、
烏 

帽
子
岳
を

中
心
と
し
て

栗
川•

市
後
柄
付
近
ま
で
の
烏
帽
子
岳
安 

山
岩
類
で
大
半
が
輝
石
安
山
岩
で
あ
る
が
、

佐
賀
利
山
地
方
に
角 

閃
石
安
山
岩
が
一
一
部
分
布
し
て
い
る
。
輝
石
安
山
岩
の
斑
晶
は
斜 

長

石
•

普

通

輝

石•

紫
蘇
輝
石
で
橄
欖
石
を
伴
っ
て
い
る
。

こ
れ 

ら
は
ほ
と
ん
ど
火
山
形
態
を
失
い
、
烏
帽
子
岳
な
ど
一
部
を
除
い 

て
丘
陵
状
を
呈
し
て
い
る
。
霧
島
火
山
群
の
熔
岩
は
輝
石
安
山
岩 

類
を
主
と
し
、

斑
晶
〜
微
斑
晶
有
色
鉱
物
と
し
て
普
通
輝
石•

紫 

蘇
輝
石
の
ほ
か
に
橄
欖
石
が
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
、
角
閃
石
は
栗 

野
安
山
岩
類
に
わ
ず
か
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

ま
た
、
古
期
噴
出
物 

中
に
橄
欖
石
玄
武
岩
が
わ
ず
か
含
ま
れ
る
。
熔
岩
は
必
ず
し
も
塊 

状
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
破
砕
さ
れ
た
も
の
、
集
塊
岩
質
の
も 

の
な
ど
も
あ
る
。

新
生
代
第
四
紀
の
更
新
世
以
降
に
生
じ
た
始
良
カ
ル
デ
ラ
は
大 

量
の
噴
出
物
を
降
下
又
は
流
出
さ
せ
て
い
る
が
、①

降
下
軽
石
、
 

②

や
や
熔
結
し
た
軽
石
流
、③

暗
灰
〜
灰
色
の
熔
結
凝
灰
岩
に
至 

る
種
々
の
岩
相
が
あ
り
、

お
よ
そ①

に

相

当

す

る

も

の

を

シ

ラ 

ス
、③

に
相
当
す
る
も
の
を
灰
石
と
普
通
呼
ん
で
い
る
。
 

シ

ラ

ス(

又
は
灰
砂
層)

は
南
九
州
に
広
く
分
布
し
、

本
県
の

•白鳥温泉
えびの高原

夷守岳 
1,344

0〇六観音池 
’て不動池

えびの温泉•旦 
紫 
池

霧島•屋久国立公園

1,700.3 

韓国岳

ごJ 池1,352.5

子戸岳
/ 1,420.8、 

ラ細燃/^、 
3s

高千穂峯
1,574

•

高
千
穂
河
原

大浪池
まきぞの町

ど 11.9獅
•手洗温泉

•新湯温泉•林田温泉
•関平温泉•丸尾温泉

•硫黄谷温泉

湯之野温泉

987.9

烏帽子岳

.•霧島温泉郷 

夕•湯之谷温泉

。牧園牧場 滝

H霧島神宮

御池

小池

11
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霧島山噴火山一覧表

火 山
湖

海抜m 
山頂 
湖面

岩 石 特 徴

1 佐賀利山 763 角閃安山岩 円頂丘又は岩脈

2 矢 岳 1,132 輝石安山岩
鐘状火山、径500 mの火口跡山体の 
浸食著しい

3 烏帽子岳 988
橄欖石 
輝石安山岩

円錐丘、南東に開く火い跡

4 湯の谷岳 安山岩質 南に開く径L5kmの火LI跡

5 栗野岳 1,094 同 上 西に開く火口跡

6 蝦野岳 1,305 同 上
径600 mの火口、山ろくにノカイド 

ウ

7 獅子戸岳 1,428 同 上
山体は全く浸食される 
西部に白色粘土質

8 飯盛山 846
橄欖石 
輝石安山岩

浅い小火口湖、最も新鮮

9 白鳥山 1,313
浅い小火口湖 
冬季は凍結する

10 六観音池 1,300 径500 mの火口湖

11 甑 岳 1,301
橄欖石 
輝石安山岩

12 不動池 1,240
径210mの火口湖 
pH2. 2強酸性

13 硫黄山 1,310 凝灰角礫岩
砕屑丘、火山弾多く、硫黄 
岩石の粘土化著しい

14 韓国岳 1,700. 3 輝石安山岩
ホマーテ、径900mの火口 
火口壁の比高170m

15

爆裂ロ 
（北西） 同 上 径500 m

琵琶池 1,330 凝灰角礫岩 韓国岳東北の爆裂火口径200 m

16

大浪池火山 1,412
紫蘇輝石安 
山岩 ホマーテ

12
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大浪池 1,411.9
径630mの火口湖、火口壁の比高170 
m、水深116m

17 夷守岳 1,344
橄欖石 
輝石安山岩

コニーデ、北ろくに熔岩台地 
頂上の火口は東壁を欠く

18 大幡池 1,230
爆裂火口、径500 m、比高20mの丘 
が池をとりかこむ

19 大幡山 1,352. 5
岩滓質の火 

山 
砕屑物

二重式火山、径50kmのカルデラ外輪 
山と径500mの火口をもつ中央火山

20 新燃岳 1,420.8
輝石安山岩 
その他

ホマーテ、径750mの火口、径150m、 
深さ30mの火口湖、現在活動中

21 中 岳 1,345 同 上
二重式火山、外輪山には径700 mの 
カルデラ、中火口丘には径200 mの 

浅い火口

22 御 鉢 1,408 同 上
径600 mの火口、有史以来、しばし 
ば活動、高千穂峯善生火山、火口の 

深さ234m

23 高千穂峯 1,574 同 上
二重火山、第一次火山の火口を埋め 
て、第二次の活動があり、頂上に火 
ロなし

24 二っ右 1,300 同 上 径500mの火口、山体浸食やや進む

25 小 池 420 同 上 二つ石火山の熔岩せき止め湖

26 御 池 305 同 上
径lkniの爆裂火口湖、深さ101mで 
日本最深の火口湖、湖岸20m以上の 
が》

約
半
分
と
宮
崎
県
の
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
を 

占
め
、
本
町
に
お
い
て
は
標
高
約
四0
0

メ
ー
ト
ル 

の

中

部

一

帯(

浅

谷
•

轟
木
母
ヶ
野)

か
ら
下
場
に 

分
布
し
て
い
る
。
地
形
が
急
峻
で
あ
る
と
と
も
に
、
 

崩
れ
や
す
く
、

地
す
べ
り
を
生
じ
、

畑
作
に
お
い
て 

干
害
を
受
け
、

劣
悪
な
土
壌
と
し
て
土
地
利
用
の
点 

で
も
問
題
と
な
る
厄
介
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き 

た
。

こ
れ
ま
で
シ
ラ
ス
と
し
て
一
括
し
て
き
た
堆
積 

物
は
、

白
灰
砂
質
堆
積
物
を
総
称
す
る
地
方
的
俗
語 

で
あ
っ
て
、

火

山

灰-

火

山

砂•

軽
石
質
火
山
礫
の 

集
ま
り
で
、

こ
れ
に
岩
石
の
名
前
を
つ
け
て
み
る
と 

角
礫
含
有
軽
石
質
凝
灰
岩
と
い
っ
て
い
る
。
組
成
は 

ガ
ラ
ス
質
部
及
び
軽
石
部
が
大
部
分
を
占
め
、

結
晶 

と
し
て
少
量
の
石
英
・
長
石
・
紫
蘇
輝
石
を
含
み
無 

層
理
で
固
結
し
な
い
。
灰

石

は

シ

ラ

ス

に

比

べ 

軽 

石
•

火
山
灰
の
熔
結
度
の
進
ん
だ
灰
白
〜
暗
灰
色
の 

熔

結

凝

灰

岩(

火
山
砕
屑
物
が
噴
出
し
厚
く
堆
積
し 

た
時
、

ま
だ
熱
く
、

長
い
間
高
熱
状
態
に
お
か
れ
て 

い
る
と
自
身
の
重
み
で
圧
縮
さ
れ
て
、

つ
い
に
中
心 

部
に
お
い
て
熔
融
が
起
こ
り
、

一
見
熔
岩
に
似
た
緻

13
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密
な
岩
石
と
な
る)

で
泥
熔
岩
と
も
い
わ
れ
、
岩
質
が
硬
く
建
材 

と
し
て
採
取
さ
れ
て
い
る
。

河
川
の
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ 

れ
た
切
り
立
っ
た
断
獻
一
帯
に
熔
結
凝
灰
岩
が
み
ら
れ
る
万
膳
川 

上
流
の
成
政
、

三
体
川
の
鹿
ノ
屋
、

石
坂
川
上
流
の
宇
都
ロ
、

下 

流

の

間

手

原•

塩
浸
、

中

津

川

上

流

の

健

崎•

従
ノ
段
、

及
び
ド 

流
の
犬
飼
、

金
山
川
の
川
津
原
か
ら

安
楽•

妙

見
•

新
川
渓
谷
一 

帯
に
み
ら
れ
る
。

始
良
カ
ル
デ
ラ
形
成
に
先
立
つ
軽
石
流
は
一 0

枚
あ
る
と
い
わ 

れ
て
お
り
、

国

分

付

近

で

四

枚(

新

川
•

重

久
•

岩

戸
•

入
戸) 

の
各
軽
石
流
が
重
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
熔
結
部
と
非
熔
結
部 

と
に
分
か
れ
て
い
る
。
熔
結
部
は
浸
食
に
対
し
抵
抗
が
強
く
非
熔 

結
部
は
弱
く
、

し
た
が
っ
て
階
段
状
の
地
形
を
示
し
、

殊
に
国
分 

付
近
で
は
顕
著
で
あ
る
。

こ
の
軽
石
流
と
軽
石
流
と
の
間
に
砂
礫 

の
水
成
層
が
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
水
成
層
は
始
良 

層
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
湖
の
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
て 

い
る
。

国
分
地

区

に

お

い
て

重

久•

岩
戸
両
軽
石
流
を
間
に
し
て 

上
中
下
の
三
部
に
区
分
さ
れ
、

上
部
層
が
安
楽
及
び
犬
飼
滝
か
ら 

下
流
、

妙

見

地

区
で

み

ら

れ

約

六

〇
メ
ー

ト

ル

の

厚

さ
と

い
わ 

れ
、

岩
相
も
多
様
で
、

ロ
ー
ム
質
粘
土
層
礫
層•

砂

層
•

軽
石
層 

及
び
こ
れ
ら
の
互
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。

(

注)

馬
込
甌
穴
群 

軟
弱
な
岩
盤
の
川
床
に
安
山
岩
礫
な
ど
が
水
力 

で
回
旋
し
岩
穴
を
つ
く
り
実
に
壮
観
で
現
在
町
文
化
財
に
指
定
。
 

二
霧
島
の
山
と
湖 

韓
国
岳 

『
古
事
記
』
に
は
、
虚
国
岳
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ 

の
書
き
方
な
ら
ば
天
孫
降
臨
神
話
の
後
に
記
さ
れ
た
「
む
な
し
の 

空
国
」

に
ち
な
ん
だ
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。
本

居

宣

長

に

よ

れ
 

ば
、

「
背
に
肉
が
な
い
よ
う
に
、

や

せ

た

不

毛

の

地

を

通

っ
て

」 

と
解
す
る
が
、

『
古
事
記
』

に
よ
れ
ば
、

笠
沙
は
こ
の
虚
国
岳
に 

真
向
か
い
の
地
で
あ
る
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
霧
島
連
山
中
最
も
高 

い
山
で
、

ま
ん
じ
ゅ
う
を
も
り
あ
げ
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
単
独 

火
山
で
こ
れ
ほ
ど
膨
大
な
山
は
、
九

州

で

は

ほ

か

に

な

い

と

い 

う
。
山
頂
に
は
直
径
九0
0

メ
ー
ト
ル
、

深
さ
三
〇O

メ
ー
ト
ル 

の
鉢
状
の
火
口
が
あ
る
。

大

浪

池

独

立

し

た

火

山

で

あ

る

が

、
古
く
か
ら
湖
沼
と
し
て 

知
ら
れ
て
い
る
。
直
径
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

火
口
壁
は
美 

し
い
灌
木
に
覆
わ
れ
、
常
に
韓
国
の
雄
姿
を
映
し
て
い
る
。
美
女 

お

浪

の

伝

説(

民
話
の
項
参
照)

が
あ
る
。

白

鳥

山

え

び

の

高

原

の

北

に

横

た

わ

る

よ

う

に

、
広
い
山
頂

14
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を
も
ち
、

こ
こ
か
ら
最
も
手
軽
に
登
山
で
き
る
山
で
あ
る
。
頂
上 

の
展
望
は
非
常
に
よ
い
。

こ
の
山
の
火
口
湖
が
ビ
ャ
ク
シ
池
で
、

水
深
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー 

ト
ル
か
ら
一 

メ 
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
水
底
の
草
も
見
え
る
。
数
多
い

霧島山の火口湖

霧
島
の
池
の
う
ち
最
も
高
い
位
置
に
あ
り
、

そ
の
浅
さ
と
相
ま
っ 

て
凍
り
や
す
い
た
め
、

冬
季
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い 

る
。え

び
の
周
辺 

韓
国
岳
西
北
の
ふ
も
と
、

二
二
〇O

メ
ー
ト
ル 

の
高
度
に
、

円
錐
形
の
小
丘
の
南
側
に
は
、

多
く
の
硫
気
孔
が
あ 

っ
て
硫
黄
山
と
呼
ば
れ
る
。
も
と
硫
黄
の
採
集
が
行
わ
れ
た
と
こ 

ろ
で
、

そ
の
西
北
ふ
も
と
に
不
動
池
が
あ
る
。
直
径
ニ
一
〇
メ
ー 

ト
ル
、

円
形
の
池
で
あ
る
。
付
近
に
六
観
音
池
が
あ
り
直
径
五
〇 

0

メ
ー
ト

ル
•

水

深

一

四•

二
メ
ー
ト
ル
余
、

火
口
壁
は
明
る
い 

美
し
い
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

そ

の
.
北
岸
に
六
観
音
の
祠
と
、
 

霧
島
東
神
社
の
上
宮
が
あ
り
、
付
近
に
賽
の
河
原
と
呼
ば
れ
る
小 

石
原
が
あ
る
。

甑
(

こ
し
き)

岳 

韓
国
岳
の
北
方
に
あ
り
、

山
頂
は
平
ら
か 

な
円
錐
丘
。
南

ふ

も

と

の

飯

野•

小
林
方
面
に
特
徴
あ
る
姿
を
見 

せ
て
い
る
。

頂
上
に
は
五
。0

メ

ー

ト

ル

も

あ

る

火

口

が

あ

る 

が
、

浅
い
の
で
一
面
の
草
に
覆
わ
れ
、

火
口
壁
に
は
ミ
ヤ
マ
キ
リ 

シ
マ
が
多
い
。

獅

子

戸

岳

西

は

韓

国

に

う

ず

め

ら

れ

、
南
は
新
燃
岳
に
破
壊 

さ
れ
て
、

山
相
の
ま
ず
し
い
小
峰
で
、

一
帯
の
灌
木
に
覆
わ
れ
て 

い
る
。

15
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新

燃

岳

中

岳

と

獅

子

戸

岳

の

中

間

、
円
錐
形
に
そ
そ
り
立
つ 

て
い
る
が
登
り
や
す
い
。

火
口
湖
は
直
径
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
深 

さ
一 

メ
ー
ト
ル
、

美
し
い
硫
酸
銅
色
の
水
を
た
た
え
て
い
る̂

近 

年
(

昭
和
三
十
四
年
二
月
十
七
日)

大
爆
発
を
し
て
、

火
口
内
に 

三
個
、

火
口
外
壁
に
四
個
の
新
火
口
が
で
き
た
。
 

山
頂
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
大
群
落
、

西
側
斜
面
の
樹
木
の
一 

部
も
被
害
を
受
け
、

現
在
も
な
お
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
。
 

中
岳 

新
燃
岳
の
東
南
に
連
な

る
台
地
状
の
峰
で

、

山

頂

に 

は
、

ひ
ょ
う
た
ん
形
の
火
口
が
あ
る
。
火
口
は
浅
い
の
で
、

し
と 

ね
状
の
草
原
と
な
り
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
美
し
く
、
特
に
ッ
ッ 

ジ
の
時
期
に
は
列
を
な
す
登
山
客
で
に
ぎ
わ
う
。
 

大

幡

山

複

雑

な

地

形

を

し

た

二

重

火

山

で

、
南
方
獅
子
戸
岳 

に
面
す
る
外
輪
壁
は
築
山
と
呼
ば
れ
、

北
西
は
大
幡
池
の
外
壁
と 

な
っ
て
境
界
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
中
央
の
火
口
丘
も
平
坦
で
、
 

特
徴
の
あ
る
峰
は
見
ら
れ
な
い
。

大
幡
山
の
北
に
あ
る
丸
岡
か
ら 

眺
め
た
時
、

こ

の

老

樹

に

囲

ま

れ

た

大

き

な

池

と

、
韓

国
•

新 

燃
•

中

岳
•

高
千
穂
と
続
く
霧
島
連
峰
の
大
観
は
す
ば
ら
し
い
。
 

高
千
穂
の
峯 

霧
島
火
山
群
の
東
端
に
そ
び
え
、
中

央

に

光
 

峯
、

東

と

西

に

二

つ

石•

御
鉢
二
つ
の
寄
生
火
山
が
あ
り
、

二
つ 

と
も
ニ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
は
完
全
に
合
体
し
、
均
整
の
と
れ

た
威
容
を
ほ
こ
り
、

古
く
か
ら
霊
峰
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
 

こ
の
高
千
穂
の
名
は
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
か
明
ら 

か
で
な
い
が
、
『
延
喜
式
』

に

あ

る

「
智
鋪
」

に

ゆ

か

り

の

名

称 

と
思
わ
れ
、

今
は
国
分
市
重
久
に
そ
の
地
名
を
と
ど
め
て
い
る
。 

日
向
児
湯
郡
の
高
千
穂
に
つ
い
て
も
、

阿
蘇
に
近
く
智
鋪
郷
の
あ 

っ
た
こ
と
を
証
と
し
て
い
る
『
日
向
国
史
』
も
同
じ
よ
う
な
考
え 

方
を
と
っ
て
い
る
。

山
中
の
湖
沼
は
、

お
お
む
ね
火
ロ
湖
で
あ
り
、

魚
類
は
あ
ま
り 

す
め
な
い
。

し
か
し
、

水
に
含
ま
れ
た
鉱
物
質
に
よ
っ
て
特
徴
の 

あ
る
色
彩
を
発
揮
し
て
い
る
。

古
来
霧
島
四
十
八
湖
と
い
っ
て
、
多
数
の
湖
沼
が
あ
っ
た
と
い 

う
が
、

い
ず
れ
も
山
上
に
た
た
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

自
然
に
埋 

め
ら
れ
た
も
の
、

流
出
し
た
も
の
な
ど
が
多
く
、
今
は
そ
の
数
を 

減
じ
て
い
る
。

三
霧
島
山
の
名
称

霧
島
山
を
指
し
示
す
名
称
と
し
て
、
古
来
、
神

話
•

伝
説
な
ど 

に
書
き
表
さ
れ
た
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

例
え
ば
、
霧

島
•

高 

千

穂

峯•

襲

峯
•

槌

触

峯•

久
志
布
流
峯
、

二
上
峯
…
…
等
々
。
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こ
の
中
で
は
、

霧
島
が
最
も
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今 

で
は
霧
島
と
い
う
の
は
、

山

群

全

体

に

冠

せ

ら

れ

た

名

称

で

あ 

り
、
高
千
穂
と
い
う
の
は
、

そ
の
東
部
の
一
高
峰
に
限
定
さ
れ
て 

い
る
。

以
下
、

霧
島
の
名
称
の
由
来
の
諸
説
に
つ
い
て
列
記
し
て 

み
よ
う̂

『
三
国
名
勝
図
会
』

の
記
事
に
よ
る
と
、

「
——

此
の
岳
、

本
名 

八
高
千
穂
ト
イ
エ
ド
モ
、
従
来
霧
島
ヲ
以
テ
通
称
ト
ナ
ス
」
と
あ 

り
、
『
日
向
風
土
記
』

の

記

事

に

は

、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い 

る
。

一
、
天
孫
降
臨
ノ
時
、
霧
深
ク
シ
テ
物
色
ヲ
弁
ゼ
ズ
。
稲
穂
ヲ
投
散 

シ
給
イ
シ
ー
ー
ヨ
ッ
テ
、
雲
晴
レ
シ
事
、
上
文-
一
モ
記
セ
シ
ガ
如
ク 

ニ
テ
、
此
峯
八
特--

朝
夕
霧
常
一
一
深
キ
処
ナ
リ
。
此
処
一
一
至
ッ
テ 

然
リ
ト
ス
。
故
一-

霧
島
ト
名.
ツ
ク
ト
イ
エ
リ0 

二
、

一
説-
一
皇
孫
天
降/

時
、
雲
海
ヲ
見
下
シ
給
ウ-
一
島
ノ
如
ク
見 

ュ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
、
天
瓊
矛
ヲ
以
ツ
テ
カ
キ
探
リ
、
其
処
二
天
降 

リ
ア
リ
、
其
矛
ヲ
逆
不
一
一
立
テ
給
ウ
。
是
ヲ
天
逆
矛
ト
号
ス
。
今 

-

モ
雲
霧
都
城
ノ
曠
野
ヨ
リ
高
千
穂
峯
ノ
山
腰
ヲ
擁
ス
ル
時
ハ
、
 

其
ノ
中-
一
一
峯
顕
ワ
レ
出
デ
漂
ウ
島
ノ
如
シ
。
故
一
一
古
ヨ
リ
都
城 

ノ
地
ヲ
雲
海
ト
言
イ
、
又
、
其
ノ
地
ヲ
虚
海
ト
モ
言
ウ
。
霧
島
ノ 

名
八
是
ョ
リ
出
タ
リ
ト
ス
。

三
、

一
説
一-

天
孫
稲
穂
ヲ
撒
ジ
給
イ
シ-

、
雲
霧
開
キ
晴
レ
シ
ョ
リ 

霧
島
ノ
名
起
ル
ト
言
エ
ル
説
ア
レ
ド
モ
、
霧
島
ノ
名
八
其
以
前
ヨ 

リ
ノ
名
ニ
テ
、
瑞
穂
ノ
縁
二
シ
ョ
リ
高
千
穂
峯
ノ
名
ヲ
得 

シ
­

テ
、
 

今
猶
霧
島
ト
言
ウ
名-
一
呼
ビ
来
タ
ル
八
却
ッ
テ
其
旧
称
一
一
ヤ 

ヨ
リ
タ
ラ
ン
ト
言 
エ
リ

四
、
 

一
説-
一
霧
島
ノ
字
、
蓋
シ
続
後
紀
承
和
四
年(

八
三
七)

ヨ
リ 

始
マ
ル
、
日
ク
、
霧
島
峯
ノ
神
、
官
社
ヲ
預
カ
ル
。
是
ナ
リ
。
先 

是
、
古
書
ノ
内
所
見
ア
ル
ヲ
見
ズ
。
続
紀
延
暦
七
年(

七
ハ
ハ) 

火
ヲ
曾
ノ
峯
一
一
発
ス
。
承
和
四
年
二
至
ツ
テ
実
一
一
五
十
年
ナ
レ 

バ
、
其
ノ
霧
島
ト
名
ヅ
ク
ル
此
ノ
間--

ア
ル
ベ
シ
。
近
ク
此
秋
桜 

島
火
ヲ
安
永
八
年(

一
七
七
九)

一
一
発
ス
。
爾
後
今
一
一
至
ッ
テ
五 

十
年
、
猶
煙
露
ヲ
帯
ブ
。
是
ヲ
推
シ
テ
見
レ
バ
、
此
峯
霧
ヲ
以
テ 

奇
ヲ
示
ス
ガ
如
シ
。
因
ッ
テ
其
ノ
名
ヲ
得
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
但
シ
島 

ノ
名
ヲ
配
ス
ル
ハ
、
イ
ワ
ュ
ル
、
漂
渚-
一
本
ヅ
ク
ナ
ル
ベ
シ
ト
イ 

エ
リ
。

上
文
一
一
記
セ
ル
諸
説
ア
リ
ト
イ
エ
ド
モ
、
蓋
シ
、
第
一
説
ノ
如
ク
此 

ノ
峯
霧
深
キ
縁
故--

テ
名
ヅ
ケ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
島
ノ
字
八
上
古
此
ノ 

岳
ノ
下
ノ
周
廻
水
沢
ナ
リ
シ
故-
一
因
ツ
テ
名
ヲ
得
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。 

云

.々
.

。

霧
島
ノ
名
称
八
上
文
ノ
諸
説
ヲ
考
ウ
ル
ニ
、
高
千
穂
ト
霧
島
ト
ハ 

古
来
皆
縁
故
一
一
因
ツ
テ
両
名
伝
ワ
ル
ヲ
、
此
ノ
峯
常
一
一
霧
深
キ
処
ナ
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レ
バ
、
現
--

朝
夕
見
ル
景
状
ヲ
呼
ビ
習
イ
、
霧
島
ト
唱
工
、
其
ノ
呼 

称
盛-
一
ナ
リ
テ
世
一
一
行
ワ
レ
、
高
千
穂
ノ
名
八
次
第
一
一
隠
レ
ッ
ル
ナ 

ラ
ン
。
云

.々
.

。

ま
た
、
『
古
事
記
』

に
は
、

「
天
ノ
ー
八
重
多
那
雲
ヲ
押
シ
分
ヶ 

テ
、

イ
ッ
ノ
チ
ワ
キ
ニ
チ
ワ
キ
テ
、

天
浮
橋
一
一
浮
キ
ジ
マ
リ
、

タ 

リ
タ
タ
シ
テ
高
千
穂
峯-
一
天
降
リ
マ
シ
キ
」
と
、

高
千
穂
の
名
が 

現
れ
、
『
日
本
書
紀
』

に
は
、

「
…
…
高

千

穂

峯-
一
天
降
リ
マ
ス
。
 

既
二
シ
テ
皇
孫
ノ
遊
行
ス
状
ハ
即
チ
、

久

志

日

二

上

天

浮

橋

ヨ 

リ
、

浮

渚

在

平

処-
一
立
タ
シ
テ
」
と
あ
る
。

こ

の

ほ

か

『
日
本
書 

紀

』

に

は

霧

島

の

こ

と

が

幾

通

り

に

も

記

さ

れ

て

い

る

が

、
中 

に
、

日
向
襲
之
高
千
穂
槌
日
二
上
峯
、
と
ず
い
ぶ
ん
長
た
ら
し
い 

名
も
出
て
い
る
。

日
向
の
襲
地
方
の
高
千
穂
と
名
づ
け
ら
れ
た
霊 

山
で
、

二
つ
そ
び
え
た
峰
を
持
っ
た
山
と
い
っ
た
調
子
の
呼
び
方 

で
あ
ろ
う
。

高
千
穂
二
上
峯
の
呼
び
名
に
つ
い
て
、
『
日

向

風

土

記

』
は
次 

の
よ
う
に
記
す0

天
津
彦
火
瓊
々
出
尊
、
日
向
ノ
高
千
穂
二
上
峰
一
一
天
降
リ
マ
シ
シ 

時
、
天
暗
冥
ク
シ
テ
昼
夜
別
カ
ズ
。
人
物
道
ヲ
失
イ
、
物
ノ
色
別
力 

チ
難
力
リ
キ
。
茲
一
一
士
蜘
蛛
ア
リ
。
名
ヲ
大
鉗
、
小
鉗
ト
イ
ウ
。
ニ 

人
奏
シ
ケ
ラ
ク
、
「
皇
孫
尊
、尊
キ
御
手
以
ッ
テ
、稲
千
穂
ヲ
抜
キ
テ
、

籾
ト
シ
テ
四
方
一
一
投
ゲ
散
ジ
給
ワ
バ
、
必
ズ
開
明
リ
ナ
ム
」
ト
申
シ 

キ
。
時
二
大
鉗
等
ガ
奏
セ
ル
ガ
如
ク
千
穂
ノ
稲
ヲ
搓
ミ
テ
籾
ト
シ
テ 

投
ゲ
散
ラ
シ
給
ワ
バ
、
即
チ
天
開
明
リ
テ
日
月
照
レ
リ
。
因
ッ
テ
高 

千
穂
二
上
峯
ト
日
ウ
。

こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

だ
い
た
い
上 

記
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
 

そ
の
真
偽
は
別
と
し
て
、

霧
島
は
、

そ
の
名
前
の
上
か
ら
で
も
、
 

古
い
伝
説
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

霧
島
の
七
不
議
の
中
の
一
つ
に
、

「
蒔
か
ず
の
種
」

と

い

う

の 

が
あ
る
。
霧
島
の
山
中
、

竹
や
ぶ
の
中
な
ど
に
、
自
然
生
の
陸
稲 

が
生
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
を
、

ま

か

ず

の

種

と

い 

う
。

こ
れ
は
、

天
孫
降
臨
の
際
、
高
天
原
か
ら
持
っ
て
き
た
種
が 

残
っ
て
い
て
、

山
の
中
で
自
然
に
育
っ
た
も
の
だ
と
言
い
伝
え
ら 

れ
て
い
る
。

四

踊

郷

時

代

の

「
川
」

牧
園
が
、

踊
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
、

今

の

万

膳

川•

三
体 

石

坂

川•

中
津
川
を
ど
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
 

「
桑
原
郡
地
誌
備
考
」

の
川
調
帳
に
、

次

の

よ

う

に

書

い

て

あ
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第2章地勢•地質

る
。

。
一
、
有
田
川

萬
膳
村

水
源
て
と
田
ヨ
リ
落
水
田
二
流
レ
、
芦
谷
原
ニ
テ
五
分
、
川
通
ヱ

入
。(

今
の
万
膳
川
は
、
有
田
川
と
い
わ
れ
て
い
た
。) 

。1

、

1•
ト 

三
体
堂
村 

- 

厢
丿 

巣
窪
田
村 

水
源
巣
館
田
村
頭
韓
国
嶽
西
又
霧
島
西
嶽
ト
モ
一
懿
"
 

•

セ
ン
水
南•

千
本
八
里•

湯
池 
•

ホ
コ
ナ
キ
湯•

今
平•

ウ
ト•

萩
ノK

字H
 

峰•

竹

田

南•

上
湯
池•

手
洗
湯•

中
ノ 

•

高
田•

棄
木•

古
城4

生
丿 

五
ッ
円
フ
テ
流
、
里
程
二
里
九
分
、
又
三
彝
堂
村
一"

ハ
1)+
S

へ
下 

-

鹦
ノ
ー
隸
堂
小
谷
川
三
ツ
円
フ
テ
流
ル
里
程
一
里
七
分
合
十
一 

H
 
一
泉
ニH

フ•

中
村•

瀬F

舟•

岩

下
•

踊 

•

城
ヶ
尾•

汐
浸
乾
テ 

丿
一
令
ニE
 
一ノ
 
•

田
原•

彳
明•

マ
テ
原•

黒
沢
津•

川

原
•

温
泉
保
ラ 

凡
一
里
合
三
里
九
分
流
落
往
還
橋
下
ノ
方
ニ
於
テ
新
川
通
ヱ
流
入

ス
。

。
一

上
中
津
川

下
中
津
川

上
中
津
川
村
安
楽
村 

下
中
津
川
村

•

大
浪
ノ
池•

池
平•

手
洗
湯•

明
礬
山•

オ
ム
ラ
岳•

平
原 

•

千
本
八
重•

山
城•

栄
ノ
湯•

小

谷
•

轟
木 

•

一
筋
川
上
中
津
川
村
通

山
一
一
至
ル
、
二

里

五

分

流

又

一

震

啊

要

卅/

ノ
¥.
艦
 

一
和"

川•

小
谷
川
三
ッ
吐
合
上
中
津
川
二
通
纏

•S
模
瀬
二
至
二

里
一
分
皆
一
川
一
一
成
テ
下
中
津
川
村-

熊

田K

舞
滝
ヲ
落
チ 

安
楽
村•

瀬
戸
ロ
ー
ー
於
テ
一
里
五
分
四
里
一
分
ヲ
経
テ
新
川
通
工
流

入
ス
。

(

注)

石
坂
川
と
三
体
川
の
合
流
し
た
川
を
、
踊
川
と
呼
ん
で
い
た
。

五

「新
川
」
の
名
称
変
更

新
川
の
名
称
を
天
降
川
と
改
め
よ
う
と
の
変
更
願
が
県
知
事
あ 

て
に
当
時
の
牧
園
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
直 

前
の
こ
と
で
あ
る
。

河
川
名
変
更
認
可
ノ
議-
一
付
申
請(

県
知
事
へ)

本
県
下
始
良
郡
ノ
中
央
ヲ
貫
通
ス
ル
新
川
ハ
、
聖
峰
霧
島
山
ヨ
リ 

発
ス
ル
幾
多
大
小
ノ
河
川
ヲ
合
流
シ
、
同
郡
隼
人
町
浜
之
市
ヨ
リ
海 

一
一
注
ギ
、大
隅
国
一
一
於
ケ
ル
屈
指
ノ
大
河
ニ
シ
テ
、古
ハ
之
ヲ
天
降
川 

(

ア
モ
イ
ガ
ワ)

ト
称
シ
タ
ル
ガ
、
文
禄
年
間
藩
主
島
津
義
久
公
ガ 

隼
人
町
富
隈
城
ヲ
築
ク
際
之
ヲ
改
修
シ
、
東
国
分
村
小
村
二
注
グ
河 

床
ヲ
、
現
在
ノ
浜
之
市
二
変
更
サ
レ
タ
ル
ョ
リ
以
来
、
新
川
ノ
名
ガ 

一
般
的
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
、
「
天
孫
襲
ノ
高
千
穂
二
天
降
リ 

マ
シ
キ
」
ノ
記
録
ヲ
実
証
ス
ル
旧
称
ガ
、
消
滅
ニ
帰
ス
ル
ハ
甚
ダ
遺 

憾
ノ
次
第
二
有
之
、
且
時
局
下
、
肇
国
精
神
ノ
発
揚
上
、
古
来
ノ
河 

川
名
二
復
帰
ス
ル
コ
ト
ハ
、
最
モ
適
宜
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
被
存
候
二 

付
、
之
ヲ
天
降
川
ト
改
称
ノ
儀
御
認
可
被
成
下
度
、
考
証
書
類
ト
シ 

テ
別
紙
三
国
名
勝
図
会
竝
薩
隅
日
地
理
纂
考
写
相
添
へ
始
良
郡
各
町 

村
長
連
署
ノ
上
此
段
及
申
請
候
也

昭
和
十
六
年
十
月 

日 

(

牧
園
時
報
八
七
号)
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第1編自然•地誌

第

三

章

気 

象

霧
島
山
ろ
く
南
西
に
広
が
る
す
そ
野
、

山
岳
、

山
峡
の
地 

形
で
、

標
高
差
が
著
し
く
気
象
状
況
は
一
定
せ
ず
、

上

場
• 

下
場
の
寒
暖
差
が
あ
る
が
、
総
体
的
に
は
冷
涼
で
あ
る
。

し 

た
が
っ
て
、

緑
茶
の
生
産
、

冷
涼
地
野
菜
の
栽
培
に
適
し
て 

い
る
。

平
均
気
温
は
、

観

測

地

の

農

業

大

学

校(

高
千
穂)

で
一 

五
度
で
あ
る
か
ら
、

町

平

均

す

る

と

一

六

度

と

推

定

さ

れ 

る
。
福

岡
•

鹿
児
島
に
比
較
す
る
と
、

夏
は
涼
し
く
鹿
児
島 

よ
り
も
二
、

三
度
低
い
。
冬

の

最

低

気

温

は

鹿

児

島

に

比 

べ
、

六
度
〜
一
五
度
も
低
く
、

肌
を
刺
す
よ
う
な
寒
風
が
吹 

き
ま
く
る
。

降
水
量
は
、

平
成
元
年
は
二
六
七
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な 

っ
て
い
る
。

下
表
の
気
象
概
況
を
み
る
と
、
鹿

児

島•

福
岡 

の
平
均
降
水
量
よ
り
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
現
象
は 

西
南
風
の
も
た
ら
す
湿
気
と
霧
島
連
山
の
走
向
と
が
年
間
二 

0
0

0

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
多
雨
地
帯
を
形
成
し
て
い
る

気象概況

（平成元年1〜12月=比、鹿児島•福岡）

月

月平均気温 
（℃）

日最高気温 
（℃）

日最低気温 
（七）

月 降水 
(mm)

量

牧園 鹿児島 福岡 牧園 鹿児島 牧園 鹿児島 牧園 鹿児島 福岡

1月 8.8 11.1 9.1 18.0 15.4 -3. 5 7.0 156 138.0 104. 5

2 7.8 11.1 8.7 17.0 15.3 -6. 5 6.9 271 223.0 151.0

3 9.0 12.0 10.3 21.0 16.7 -3. 0 7.6 138 139.0 126.5

4 14.7 17.3 16.2 23.8 21.6 0 13.0 } 356 77.0 35.0

5 17.1 19.8 18.4 25.8 23.5 9.0 16.8 234.5 158.0

6 20.0 23.0 21.8 29.0 26.7 10.0 19.7 288 252.5 145. 0

7 24.1 27.1 26.3 31.0 30.8 15. 0 24.2 689 491.5 85.0

8 24.9 27.8 27.3 30.6 31.6 17.0 24.9 222 118.5 60.0

9 22.9 25.9 24.3 31.0 29.8 13.0 22.6 481 387.0 543.0

10 17.6 19.8 18.3 26.8 25.4 6.5 14.8 26 18.0 25.0

11 13.0 15.0 13.7 24.5 20.0 1.0 10.3 19 36.0 54.0

12 7.8 10.4 9.6 18.0 15.9 ―1.5 5.6 31 
年計

36.5 57.5

年平均 15.6 18.4 17.0 24.7 22.7 4.8 14.5 2,677 2,151.5 1,544. 5

。福岡管区気象台（福岡市中央区大濠1丁目2の36号）、

◎鹿児島地方気象台（鹿児島市荒田1丁目24〜13号）•の観測による。

。鹿児島農業大学校（牧園町高千穂3311）

20



象第3章気

霧 氷

も
の
と
思
わ
れ
る
。
特
に
集
中
豪
雨
な
ど
で
三O

〇
O

ミ
リ
メ
ー 

ト
ル
以
上
三
五
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
年
間
降
雨
量
を
記
録 

し
た
年
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
台
風
の
通
過
地
帯
で
も
あ
っ
て
、

生
育
生
物
に
対
す
る 

直
接
的
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、

風
水
害
が
も
た
ら
す
土
壌
浸
食
、
養 

分
流
脱
な
ど
が
農
業
生
産
を
規
制
し
て
い
る
。
気
象
的
特
徴
と
し

て
は
更
に
霧
の
深
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
平
均
気
温
の 

低
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
茶
の
栽
培
に
好
適
で
あ
る
。

北
東
部
霧 

島
連
山
地
帯
の
夏
は
、

上
昇
気
流
が
激
し
い
た
め
、

乱
雲
や
霧
の 

発
生
が
多
く
、
冬
は
美
し
い
霧
氷
が
み
ら
れ
る
。

21



第1編自然•地誌

第
四
章
台
風
と
霧
島
山
の
噴
火

- 

台 

風

鹿
児
島
県
の
特
徴
と
し
て
台
風
の
常
襲
が
あ
げ
ら
れ
る
。
県
人 

自

ら

が

「
台
風
銀
座
」
と
称
し
、

毎
年
台
風
に
よ
る
降
雨
量
も
多 

く
、

そ
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
か
ら
今
日
ま
で
鹿 

児
島
県
を
襲
っ
た
主
な
台
風
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。
 

•

枕

崎

台

風
(

昭
和
二
十
年
九
月
十
七
日) 

十
二
日
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
付
近
に
発
生
。
十
七
日
午
後
二
時 

三
五
分
に
枕
崎
付
近
に
上
陸
。
最

大

瞬

間

風

速

六

二•

七
メ
ー 

ト
ル
。
九
州
を
斜
断
し
て
伊
予
灘
、

広
島
を
襲
い
、

日
本
海
へ 

抜
け
、

奥
羽
を
横
断
し
て
太
平
洋
に
出
た
。
県
内
の
死
者
一
〇 

四
人
、

不
明
二
五
人
。

•

デ

ラ

台

風(

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
〜
二
十
一
日) 

十
五
日
こ
ろ
パ
ラ
オ
北
方
に
発
生
。

二
十
日
午
後
九
時
す
ぎ 

九
州
南
端
に
上
陸
。
勢
力
は
上
陸
後
衰
え
た
が
、

こ
の
台
風
襲 

来
と
と
も
に
、

梅
雨
と
台
風
の
雨
が
重
な
っ
て
豪
雨
と
な
る
。

最

大

瞬

間

風

速

四

三•

六
メ

ー
ト
ル
。

死
者
七
三
人
、

不
明
二 

二
人
。

•

ジ

ュ

デ

ィ

ス

台

風(

昭
和
二
十
四
年
八
月
十
五
日) 

十
一
日
パ
ラ
オ
北
西
洋
上
で
発
生
。
十
五
日
夕
方
、
九
州
南 

部
を
か
す
め
て
同
夜
九
時
に
志
布
志
付
近
に
上
陸
。
最
大
瞬
間 

風

速

三

九•

四
メ
ー
ト
ル
。

死
者
四
三
人
、

不
明
四
人
。

X

「
三
十
数
名
が
圧
死
？

ガ
ケ
崩
れ
で
霧
島
館
全
壊
」(

南
日
本
新
聞) 

豪
雨
に
よ
る
山
崩
れ
の
た
め
、

霧
島
館
が
全
滅
の
被
害
を
受 

け
た
の
も
こ
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台
風
で
あ
っ
た
。 

•

キ

ジ

ア

台

風(

昭
和
二
十
五
年
九
月
十
三
日) 

十
三
日
志
布
志
付
近
に
上
陸
。
九
州
を
縦
断
し
日
本
海
へ
。 

最
大
風
速
三
九
メ
ー
ト
ル
。

死
者
三
人
、

不
明
二
人
。
 

•

ケ

イ

ト

台

風(

昭
和
二
十
六
年
七
月
一
日) 

九
州
に
接
近
夜
一 

〇

時
こ
ろ
四
国
へ
上
陸
。
熊

毛
•

大
隅
地 

方
に
大
雨
。
最

大

風

速

三

〇•

ニ
メ
ー
ト
ル
。

死
者
七
人
、

不 

明
一
人
。

•

ル

ー

ス

台

風(

昭
和
二
十
六
年
十
月
十
四
日) 

午
後
七
時
こ
ろ
串
木
野
付
近
に
上
陸
。
九
州
を
斜
断
。
規
模 

が

大
き

か
っ
た
の
で

九
州
南

部
で

は

強

い

暴

風

雨

に

見

舞
わ
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れ
、

特

に

鹿

児

島•

枕

崎
•

串
木
野
で
は
高
潮
の
被
害
が
大
き 

か
っ
た
。

最

大

瞬

間

風

速

五

四•

ニ
メ
ー
ト
ル
。

死
者
ニ
一
六 

人
、

不
明
八
三
人
。
特
記
さ
れ
る
大
型
台
風
。

•

台

風

五

号
(

昭
和
二
十
九
年
八
月
十
六
〜
十
八
日) 

十
八
日
午
前
二
時
こ
ろ
川
内
川
河
口
に
上
陸
。
九
州
を
縦
断 

し
四
国
へ
。
最
大
瞬
間
風
速
四
三•

五
メ
ー
ト
ル
、
死
者
ニ
二
人
。 

※

新
湯
に
災
害
発
生
。

死
者
九
人
。

•

台

風

七

号
(

昭
和
三
十
二
年
八
月
十
九
〜
二
十
一
日) 

九
州
西
方
海
上
を
北
上
。
最

大

瞬

間

風

速

四

五•

九
メ
ー
ト 

レ
。

•

台

風

十

号
(

昭
和
三
十
二
年
九
月
五
〜
七
日) 

六
日
午
後
六
時
大
隅
半
島
南
端
に
上
陸
。

最
大
瞬
間
風
速
六 

五
メ
ー
ト
ル
。

死
者
三
人
、

不
明
五
人
。

・

台

風

六

号(

昭
和
三
十
四
年
八
月
六
〜
八
日) 

八
日
朝
大
隅
半
島
に
上
陸
。

日
向
灘
へ
。
最
大
瞬
間
風
速
四 

三
•

六
メ
ー
ト
ル
。

死
者
七
人
。

•

第

二

室

戸

台

風(

昭
和
三
十
六
年
九
月
十
四
〜
十
六
日) 

十
六
日
午
前
九
時
す
ぎ
室
戸
岬
に
上
陸
。

四

国
•

近
畿
で
大 

あ
ば
れ
。

最

大

瞬

間

風

速

五

〇•

一
 

メ
ー
ト
ル
。

死
者
八
人
、
 

不
明
二
人
。

•

台

風

十

三

号(

昭
和
三
十
七
年
八
月
二
十
一
〜
二
十
二
日) 

二

十

一

日
午
後
一
一
時
す
ぎ

に
川
内
と

阿
久
根
の
間
に
上 

陸
。
最

大

瞬

間

風

速

三

二•

六
メ
ー
ト
ル
。

•

台

風

十

四

号(

昭
和
三
十
九
年
八
月
十
六
〜
二
十
四
日) 

二
十
三
日
午
前
枕
崎
付
近
に
上
陸
。
最

大

瞬

間

風

速

五

四• 

ニ
メ
ー
ト
ル
。

死
者
七
人
。

•

台

風

二

十

号(

昭
和
三
十
九
年
九
月
二
十
三
〜
二
十
五
日) 

二
十
四
日
午
後
五
時
こ
ろ
鹿
児
島
湾
の
入
り
口
か
ら
大
隅
半 

島
南
部
に
上
陸
。

日
向
灘
へ
。
最

大

瞬

間

風

速

六

八•

五
メ
ー 

ト
ル
。

死
者
六
人
。

•

台

風

十

五

号(

昭
和
四
十
年
八
月
四
〜
六
日) 

六
日
午
前
甑
島
を
通
り
、
九
州
を
斜
断
。
最
大
瞬
間
風
速
五 

四
メ
ー
ト
ル
。

死
者
一
九
人
。

•

台

風

十

九

号(

昭
和
四
十
六
年
八
月
四
〜
六
日) 

八
月
四
日
、

気
圧
九
三
五
ミ
リ
バ
ー
ル
の
大
型
台
風
来
襲
。
 

五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
霧
島
山
系
の
北
部
を
中
心
に
集
中
豪 

雨
。

山
崩
れ
に
よ
っ
て
住
家
倒
壊
。

死

者

七

人
(

高

千

穂

二
 

人
、

三
体
堂
四
人
、

万
膳
一
人)

の
貴
い
犠
牲
者
を
出
す
。
牧 

園
町
に
お
け
る
被
害
総
額
九
億
三
九0

〇
万
円
。
 

金
丸
知
事
、

自
治
省
、
建
設
大
臣
、

係
官
、

国
会
調
査
団
な
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ど
来
町
し
て
災
害
実
状
調
査
。

土
木
関
係U

道
路
、

河
川
、

橋 

梁
な
ど
計
三
億
三
六
二
一
万
五
〇
〇
〇
円
。

農
林
業
関
係U

農 

業
施
設
二
億
一
四
七
三
万
四
〇
〇
〇
円
。

農
作
物
七
六
六
〇
万 

円
。
教
育
関
係=

=

二
三0
0

万
円
。

家
屋=

七
〇
四
〇
万
円
。
 

商
工
関
係=

=
四
七
六
五
万
八0
0
0

円
。

住
家
全
壊
三
〇
。
台 

風
十
九
号
に
よ
り
牧
園
町
は
木
曾
有
の
大
災
害
を
受
け
た
。
 

二
霧
島
山
噴
火
の
歴
史 

有
史
以
来
、
記
録
に
み
ら
れ
る
霧
島
山
の
噴
火
の
歴
史
を
た
ど 

っ
て
み
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

•

天
平
十
四
年(

七
四
二)

十
一
月
、
大
隅
国
、
地
震
。
大
隅
国
二 

十
三
日
よ
り
二
十
八
日
に
至
る
ま
で
、
地
大
震
動
す
。
仍
て
神 

命
を
聴
聞
せ
し
む
。(

『
県
史
』) 

•

延
暦
七
年(

七
ハ
ハ)

三
月
四
日
、
地
震
、
噴
火
、
大
隅
国
曾
於 

郡
曾
乃
峯
霧
島
山
上
に
火
炎
上
り
、
雷
鳴
を
伴
う
。
峯
下
五
、
 

六
里
沙
石
積
る
こ
と
二
尺
。
そ
の
色
黒
し
。(

『
県
史
』) 

•

天
慶
八
年(

九
四
五)

僧
性
空
霧
島
山
に
登
り
、
法
華
経
を
誦
し 

て
神
に
祈
る
こ
と
七
日
を
期
す
。
居
る
こ
と
五
日
に
し
て
山
震 

動
し
、
猛
火
熾
ん
に
し
て
暫
く
も
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
天
暦
中

に
至
り
て
性
空
乃
ち
煙
火
を
さ
け
て
、
迫
門
丘
の
神
廟
を
西
北 

二
里
許
の
地
に
遷
す
。(

襲
山
考) 

•

天
永
三
年(

一
一
一
二)

二
月
二
日
、
霧
島
山
西
峰
、
噴
火
。
霧 

島
山
上
大
に
燃
え
、
神
社
焼
け
ず
。(

錫
杖
院
縁
起) 

:

氷
久
一
年(

一
一 

一
三)

二
月
三
日
、
霧
島
山
噴
火
し
、
社
殿
焼 

け
ず
。(

「
日
地
」)

•

仁
安
二
年(

一
一
六
七)

霧
島
山
噴
火
。
西
生
寺
殿
堂
焼
崩
す
。
 

(

『
県
史
』)

•

寿
永
二
年(

一
一
ハ
三)

十
二
月
十
七
日
、
大
隅
国
霧
島
山
噴
火
。
 

•

文
暦
一
年(

一
ニ
三
四)

十
二
月
二
十
八
日
、
霧
島
山
発
火
、
甚 

だ
盛
に
し
て
、
祠
宇
皆
焼
尽
す
。
尚
日
本
地
理
資
料
に
は
、
 

(

霧
島
山
噴
火)

、
社
寺
什
宝
等
悉
く
焼
失
す
。(

『
県
史
』) 

•

大
永
四
年(

一
五
二
四)

是
歳
大
隅
霧
島
噴
火
。(

地
学
協
会) 

•

天
文
二
十
三
年(

一
五
五
四)

霧
島
山
又
火
を
発
す
。
 

•

永
禄
九
年(

一
五
六
六)

九
月
十
九
日
、
霧
島
山
噴
火
、
人
多
く 

焚
死
す
。(

『
県
史
』)

•

天
正
二
年(

一
五
七
四)

霧
島
山
神
火
を
発
し
て
、

天

地

震

動 

す
。(

襲
山
考)

•

天
正
四
年(

一
五
七
六)

霧
島
山
神
火
を
発
す
。
天
正
四
年
よ
り 

六
年
に
至
り
ま
た
炎
ゆ
。(

鹿
児
藩
名
勝
考) 

•

天
正
十
五
年(

一
五
八
七)

四
月
十
七
日
、
霧
島
の
神
火
震
動
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す
。

•

天
正
十
六
年(

一
五
八
八)

三
月
十
二
日
、
霧
島
山
上
神
火
を
発 

し
、
申
酉
の
間
大
地
震
。

•

慶
長
三
年(

一
五
九
八)

よ
り
慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

に
至
り 

炎
ゆ
。(

鹿
児
藩
名
勝
考)

•

慶
長
十
八
年(

一
六 

二
一
一)

よ
り
翌
年
ま
で
炎
。
同
十
九
年
諸
国 

大
地
震
。(

鹿
児
藩
名
勝
考)

•

元
和
元
年(

一
六
一
五)

•

元
和
三
年(

一
六
一
七)

元
和
三
年
よ
り
翌
年
に
至
る
。(

鹿
児 

藩
名
勝
考)

•

寛
永
五
年(

一
六
二
八)

九
月
二
十
九
日
、
霧
島
山
噴
火
し
、
社 

寺
宝
物
焼
亡
す
。(

日
地)

•

寛
永
十
四
年(

一
六
三
七)

丁
丑
よ
り
翌
年
に
至
る
。(

鹿
児
藩 

名
勝
考)

•

万
治
二
年(

一
六
五
九)

巳
刻
正
月
よ
り
寛
文
元
年(

一
六
六
一) 

十
二
月
に
至
る
。(

鹿
児
藩
名
勝
考) 

•

寛
文
二
年(

一
六
六
二)

八
月
よ
り
発
し
て
寛
文
四
年(

一
六
六 

四)

三
月
に
至
る
。(

鹿
児
藩
名
勝
考) 

こ
の
年
九
月
十
九
日
三
時
、
大
隅
地
大
に
震
ひ
海
嘯
起
り
、
山 

崩
れ
地
裂
く
。
陸
地
海
と
な
る
。(

日
本
震
災
凶
饉
改) 

•

延
宝
五
年(

一
六
七
七)

霧
島
山
神
火
起
。(

古
年
代
記)

•

延
宝
六
年(

一
六
七
八)

正
月
九
日
同
神
火
起
。(

古
年
代
記) 

•

元
禄
三
年(

一
六
九
〇)

六
月
、
霧
島
山
噴
火
、
降
灰
数
日
に
及 

ぶ
。(

日
本
震
災
凶
饉
改)

•

宝
永
二
年(

一
七
〇
五)

十
二
月
十
五
日
。
霧
島
山
噴
火
、
神
社 

塔
等
悉
く
焼
失
す
。(

日
地)

•

享
保
元
年(

一
七
一
六)

二
月
十
八
日
、
霧
島
三
山
噴
出
致
し
百 

万
の
雷
一
度
に
轟
く
ば
か
り
、
黒
煙
は
一
千
丈
許
も
上
り
地
は 

震
動
し
て
や
ま
ず
、
尚
噴
火
の
煙
に
砂
混
り
て
降
り
下
り
て
、
 

白
黒
お
ぼ
ろ
月
夜
の
ご
と
し
、
是
よ
り
火
口
は
両
部
の
池
の
方 

に
移
り
、
同
年
三
月
十
六
日
に
至
り
、
両
部
の
池
堤
は
、
裂
壊 

し
終
り
、
池
は
一
つ
に
な
り
、
噴
火
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
ゆ 

き
た
り
。(

霧
島
東
神
社
社
記)

•

享
保
元
年(

一
七
一
六)

九
月
二
十
六
日
、
夜
半
頃
よ
り
霧
島
の 

西
岳
震
動
し
て
、
周
囲
三
里
半
程
処
処
に
噴
火
破
裂
し
、
為
に 

其
の
地
内
に
あ
る
所
の
山
林
及
び
神
社
仏
院
等
は
悉
く
焼
失 

し
、
其
の
他
災
害
を
被
り
し
も
の
、
外

城
(

外
城
と
は
一
ケ
郷 

を
云)

十
二
焼
失
し
、
こ
の
家
数
六
〇
〇
軒
、
負
傷
者
三
十
一 

人
、
斃
死
の
牛
馬
四
〇
五
頭
、
田
畑
六
二
四
〇
八
段
六
畝
十
九 

歩
、
此
の
農
産
高
六
六
一
八
二
石
余(

官
報)

、
其
の
後
三
十
四 

年
の
間
灰
下
り
て
恰
も
春
霞
の
如
く
な
り
し
と
云
う
。(

日
本 

災
異
誌)
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ま
た
、
「
日
本
震
災
凶
饉
改
」
に
は
、
享
保
元
年
の
噴
火
に
つ 

い
て
、
二
月
霧
島
山
噴
煙
を
始
む
。
九
月
霧
島
山
爆
発
し
て
堂 

宇
、
山
林
等
焼
失
す
。
十
二
月
霧
島
山
噴
火
、
降
灰
四
日
に
及 

び
近
傍
の
田
畑
埋
没
す
。
と
書
い
て
あ
る
。
 

ま
た
、
『
県
史
』
に
は
、
享
保
一
年
十
二
月
二
十
六
日
、

霧
島 

山
新
燃
大
に
爆
発
す
。
田
畑
損
じ
人
馬
死
失
す
。
と
あ
る
。
 

•

享
保
二
年(

一
七
一
七)

一
月
三
日
、
霧
島
山
噴
火
、
新
燃
又
又 

大
燃
有
り
此
以
後
七
日
よ
り
十
一
日
迄
、
打
続
大
燃
彼
辺
火
石 

に
て
家
屋
焼
失
、
錫
杖
院
寺
家
不
残
焼
の
田
畑
石
灰
に
て
降 

埋
、
牛
馬
過
分
死
失
、
高
原
、
高
崎
両
所
役
人
共
迄
方
方
へ
引 

越
居
候
、
旧
臘
二
六
日
よ
り
当
正
月
十
一
日
迄
度
度
大
燃
日
向 

国
諸
県
郡
の
内
諸
所
損
失
致
す
次
の
通
、
田
畑
一
三
万
六
千
三 

〇
〇
坪
余
、
石
砂
灰
入
高
三
万
七
九
五〇
石
余
、
雑
穀
一
五
四 

〇
石
余
、
堂
社
一 

一
宇
寺
、
家
三
〇
軒
、
寺
門
前
五
三
軒
、
社 

家
二
六
軒
、
百
姓
一
四
軒
、
死
人
男
一
人
、
け
が
人
三
〇
人
、
 

死
牛
馬
四
二
〇
匹
。(

厳
島
福
之
助
編
纂
鹿
児
島
県
噴
火
書
類) 

•

八
月
十
五
日
、
霧
島
山
大
い
に
火
あ
り
、
硫
黄
地
よ
り
迸
り
、
 

大
石
空
に
跳
り
火
気
炎
々
と
し
て
昼
夜
絶
す
。
そ
の
響
迅
雷
の 

如
し
。
土
灰
近
国
に
飛
び
近
郷
田
を
埋
む
こ
と
数
十
里
、
衆
恐 

怖
し
あ
る
い
は
以
て
山
神
怒
れ
る
と
し
、
あ
る
い
は
神
火
と
称 

す
。
こ
う
し
て
相
次
ぐ
噴
火
に
、
土
民
恐
れ
お
の
の
い
た
の

で
、
国
王
島
津
吉
貴(

二
十
一
代)

は
国
中
に
命
じ
て
、
怪
異 

説
、
神
火
説
を
禁
じ
、
僧
徒
が
こ
れ
に
乗
じ
て
供
物
を
求
め 

て
、
祈
禱
し
て
い
る
の
を
聞
き
、
こ
れ
を
禁
じ
た
の
で
国
中
大 

い
に
こ
れ
に
服
し
、
怪
異
説
も
止
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
残
っ
て 

い
る
。(

西
藩
野
史)

•

明
和
八
年2

七
七
一)

秋
霧
島
山
大
噴
火
、
降
灰
あ
り
、
昼
に 

し
て
夜
に
異
ら
ず
、
数
里
の
田
を
埋
没
し
、
草
木
焦
枯
る
。
ま 

た

「
日
地
」
に
は
、
霧
島
山
噴
火
、
享
保
一
年
よ
り
是
歳
に
至 

り
、
大
に
噴
火
屢
熾
な
り
。
焼
石
焰
と
な
り
て
虚
空
よ
り
隕 

ち
、
沙
石
糠
を
篩
う
如
く
灰
燼
両
て
昼
も
夜
も
異
な
ら
ず
、
行 

人
筵
席
を
載
て
其
圧
傷
を
遮
り
防
ぎ
け
り
、
数
里
の
間
田
疇
を 

埋
没
し
、
草
木
枯
る
。
と
書
い
て
あ
る
。

•

文
政
四
年2

ハ
ニ
一)

十
二
月
二
十
日
朝
、
中
岳
の
絶
頂
よ
り 

火
を
発
し
…
…
晩
方
に
相
成
り
、
黒
煙
お
び
た
だ
し
く
炎
上 

り
、
近
辺
の
地
ま
で
も
震
動
致
し
候
、

云
々
。
(

震
災
予
防
調 

査
会
報
告
書
所
載
、
伊
地
知
茂
七
氏
よ
り
今
村
博
士
に
提
供
せ 

ら
れ
し
文
書)

•

明
治
十
三
年(

一
ハ
ハO

)

九
月
、
霧
島
山
御
鉢
よ
り
爆
発
す
。
 

爾
後
蒸
気
硫
煙
を
噴
出
す
。(

日
地) 

•

明
治
二
十
一
年2

ハ
ハ
ハ)

一
月
二
十
七
日
、
西
曾
於
郡
霧
島 

岳
鳴
動
、
噴
火
飛
灰
四
、
五
里
内
の
村
落
に
降
下
す
。(

凶
荒

26



第4章 台風と霧島山の噴火

誌)

•

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

十
二
月
十
日
、
霧
島
岳
噴
火
、
響 

激
雷
の
如
く
、
黒
煙
忽
ち
天
に
漲
り
、
火
石
は
硫
黄
灰
に
燃
え 

移
り
、
延
焼
熾
な
り
。(

凶
荒
誌)

十
八
日
午
後
〇
時
半
頃
よ
り
爆
発
愈
々
猛
烈
と
な
り
、
降
灰
地 

上
に
二
、
三
分
爾
後
激
変
な
し
。

•

叨
治
二
十
四
年(

一
八
九
一)

六
月
十
九
日
、
霧
島
山
爆
発
。
降 

灰
の
た
め
草
木
の
葉
を
凋
枯
す
。(

日
地) 

•

明
治
二
十
八
年(

一
八
九
五)

十
月
十
六
日
、
霧
島
山
爆
発
、
噴 

火
時
刻
午
後
〇
時
二
六
分
一
六
秒
、
家
屋
ニ
ニ
軒
焼
失
す
。
四 

人
惨
死
す
。(

鹿
児
島
県
災
異
誌)

•

明
治
二
十
九
年(

一
八
九
六)

三
月
十
五
日
、
霧
島
山
爆
発
、
フ 

ラ
ン
ス
海
軍
士
官
一
名
負
傷
す
。
案
内
者
一
名
死
す
。
 

•

明
治
三
十
一
年(

一
八
九
八)

十
二
月
二
十
六
日
、
霧
島
山
爆 

発
、
宮
崎•

松
山•

高
知
等
に
て
爆
音
を
き
き
降
灰
あ
り
。
 

•

明
治
三
十
三
年(

一
九
〇
〇)

二
月
十
六
日
、
霧
島
山
爆
発
、
五 

名
の
死
傷
者
あ
り
。(

鹿
児
島
県
災
異
誌)

•

明
治
三
十
六
年(

一
九
〇
五)

十
一
月
二
十
五
日
、
噴
火
。

•

大
正
二
年(

一
九
一
三)

十
一
月
八
日
、
霧
島
火
山
は
、
本
日
八 

日
午
後
十
一
時
三
十
分
頃
、
突
然
大
鳴
動
を
起
し
、
火
焰
高
く 

天
に
昇
り
、
引
続
き
降
灰
あ
り
た
り
と
云
う
。

•

大
正
三
年(

一
九
一
四)

一
月
八
日
、
午
前
二
時
二
十
分
頃
爆
発 

す
。
宮
崎
に
て
戸
、
障
子
震
動
す
。
北
諸
県
郡
西
嶽
村
に
栗
の 

実
大
の
石
を
降
ら
し
、
始
良
郡
東
襲
山
村
に
は
降
灰
あ
り
、
人 

畜
に
対
し
被
害
な
し
。

※

こ
の
年
一
月
十
二
日
に
、
桜
島
が
大
爆
発
を
し
て
い
る
。
十 

一
月
八
日
、
午
後
十
一
時
頃
霧
島
山
爆
発
し
鳴
動
起
る
。
宮
崎 

県
下
に
少
許
の
降
灰
あ
り
た
り
。

•

昭
和
三
十
四
年(

一
九
五
九)

二
月
十
七
日
、
新
燃
岳
爆
発
、
大 

噴
煙
を
吹
き
上
げ
、
新
燃
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
全
滅
の
危
機
に 

ひ
ん
す
。

昔
の
も
の
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
享
保
の
噴
火
は
新
燃
岳 

で
あ
り
、

明
和
の
噴
火
は
御
鉢
と
推
定
さ
れ
る
。

文
政
の
噴
火
中 

岳
と
あ
る
の
は
、
新
燃
岳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
、

そ
の
後
、
 

明

治
•

大
正
の
噴
火
は
御
鉢
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
、
最
近
は 

新
燃
岳
が
活
動
し
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
た
び
た
び
噴
火
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

昔
か
ら 

こ
の
山
中
で
命
を
失
っ
た
り
、
家
財
や
田
畑
を
失
っ
た
人
の
数
も 

随
分
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

信
頼
の
程
は
わ 

か
ら
な
い
が
、
永
禄
の
噴
火
で
は
、
庄
内
の
一
向
宗
信
者
三O
O
 

人
が
、

霧
島
参
り
の
際
突
如
と
し
て
噴
火
、

こ
と
ご
と
く
焼
け
死
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ん
だ
と
い
う
記
録
が
見
え
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
し
、
享
保
の
噴 

火
の
時
も
、

神
参
り
の
た
め
御
鉢
の
ふ
も
と
ま
で
来
て
泊
ま
っ
て 

い
た
福
山
の
一
一
人
が
、

遭
難
し
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る 

と
い
う(

『
鹿
児
島
県
災
異
誌
』(

県

発

行•

測
候
所
発
行)

、

山
川 

鉄

三

郎•

三

木

英

太

郎

共

著

『
マ
ウ
ン
ト
霧
島
』
参
考)

。
 

霧
島
山
噴
火
の
記
録
を
み
る
と
、

そ
の
中
の
大
き
な
噴
火
、

爆 

発
は
、
牧
園
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ
る
新
燃
を
中
心
と
し
て
、

古
代
の 

天

平

十

四

年(

七
四
二)

以
来
た
び
た
び
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ 

う
で
あ
る
。

特
に
、

享
保
の
大
爆
発
に
よ
る
地
震
と
降
灰
、

明
和 

の
降
灰
、

明
治
時
代
の
大
爆
発
と
、

そ
の
都
度
の
降
灰
な
ど
、

わ 

れ
わ
れ
の
祖
先
は
、

こ
の
霧
島
山
ろ
く
に
農
業
を
営
み
、

作
物
を 

栽
培
し
、

子
供
を
育
て
な
が
ら
、
噴
火
や
地
震
と
ど
の
よ
う
な
闘 

い
を
繰
り
返
し
、

生
き
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

昔
は
火
山
の
観 

測
も
な
く
、

地
震
の
予
報
も
出
さ
れ
ず
、

い
つ
起
こ
る
か
知
れ
な 

い
爆
発
や
地
震
に
、

恐
れ
お
の
の
き
な
が
ら
、
火
の
山
霧
島
を
、
 

東
に
眺
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
火
の
山
、
 

霧
島
と
い
か
に
闘
い
、

調
和
を
保
ち
な
が
ら
生
活
し
て
き
た
か
、
 

そ
の
生
活
の
歴
史
は
わ
か
ら
な
い
。

新
燃
は
、

昭
和
三
十
四
年
噴
火
し
て
か
ら
、

大
き
な
爆
発
は
な 

い
が
、

今
は
た
だ
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
。

以
後
平
成
二
年
現
在
ま
で
は
、

大
き
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
よ 

う
な
噴
火
及
び
台
風
は
本
町
で
は
起
き
て
い
な
い
。
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第

五

章

人

口

，
世
帯

牧
園
町
の
人
口
は
、

昭
和
五
十
五
年
の
一
万
一
五
一
六
人
を
基 

準
と
す
れ
ば
、

上
昇
し
た
り
減
少
し
た
り
で
あ
る
が
、

対
六
十
年 

が

二
•

二
九
パ
ー
セ
ン
ト
減
。

平

成

二

年

に

な

る

と

七
•

五
パ 

—

セ
ン
ト
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、

第
一
次
産 

業
の
停
滞
に
よ
る
流
出
が
主
で
あ
り
、

第

三

次

産

業(

主
と
し
て 

観

光)

の
発
展
に
よ
る
高
千
穂
地
区
の
人
口
増
が
抑
制
作
用
と
し 

て
働
い
て
は
い
る
も
の
の
、

現
状
維
持
が
む
ず
か
し
く
、
本
町
は 

若
者
流
出
に
よ
る
人
口
減
は
食
い
止
め
ら
れ
な
い
で
い
る
。
 

今
後
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

い
か
に
し
て
若
者
を 

定
着
さ
せ
る
か
、

こ
れ
こ
そ
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
 

老

齢
(

六
五
歳
以
上)

人
口
も
、

平
均
寿
命
の
延
び
に
よ
り
、
 

今
後
ま
す
ま
す
進
む
。

ち
な
み
に
、

昭
和
五
十
五
年
の
国
調
か
ら 

六
十
年
ま
で
の
経
過
を
み
る
と
、
年
平
均
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の 

伸
び
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

牧園町人口の推移

一一年度 
項目ヽ――

昭和55年国調 60年国調 平成2年

人口 55年国調と 

の対比

人

11,516

100. 0 °

人 

11,195

%
97. 21

人 

10,652

% 
92. 49

世帯数の推移

一一年度 
項目、しー 昭和55年国調 60年国調 平成 2年

世帯数55年国調 

との対比

4,174

%
100.0

4,164

%
99.7

4,185

% 
100.2

一世帯当たり家族数の推移

ピ度 
項ナ7\ 昭和55年国調 60年国調 平成2年

人 人 人
一世帯平均家族 2. 76 2.7 2.5
数55年国調2の

% % %
対比 100.0 97.8 90.5
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一
方
、

男
女
別
人
口
構
成
比
率
及
び
人
口
密
度
、

世
帯
数
な
ど 

の
増
減
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

牧園町の人口のあゆみ

年次 世帯数 男 女 総人口 一世帯平均

昭和56 4,219 5,226 6, 259 11,485 2.7

57 4, 284 5, 250 6, 298 11,548 2.7

58 4, 308 5,168 6,218 11,386 2.6

59 4, 311 5,156 6,180 11,336 2.6

60 4,164 5,132 6, 063 11,195 2.7

61 4,170 5,110 5,975 11,085 2.7

62 4,161 5,054 5,963 11,017 2.6

63 4,178 5, 016 5, 863 10,879 2.6

平成元 4,190 4, 958 5,865 10,823 2.6

2 4,185 4,889 5,763 10,652 2.5

（町住民課資料による。平成2年7月1日現在）

校区別人口対比

校区別ヽヽヽ
総 計 男 女 世帯数

牧 園 3, 011 1,420 1,591 1,093

中津川 1,578 753 825 586

高千穂 3, 457 1,573 1,884 1,554

三 体 744 377 367 236

万 膳 1,091 523 568 382

持 松 810 384 426 291

合 計 10, 691 5,030 5, 661 4,142

（住民基本台帳資料、平成2年7月1日現在）
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老齢人口の推移

年齢\

昭和55年国調 60 年国調
平成2年7月1日 
現在

男 女
一, 
計 男 女 計 男 女 計

65 〜69 247 330 577 251 364 615 283 420 703

70 〜74 180 231 411 219 295 514 229 333 562

75 〜79 134 172 306 126 199 325 173 256 429

80 〜84 77 132 209 100 125 225 82 150 232

85 〜89 28 66 94 41 87 128 42 88 130

90 〜94 6 12 18 11 27 38 15 34 49

95 〜99 ー 4 4 1 2 3 1 10 11

100以上 1 1

合計 672 737 1,619 749 1,100 1,849 825 1,291 2,116

（住民基本台帳資料）

昭和 55 1,619 人

60 1,849 人

平成 2 2,116人

自
然
動
態
人
口 

本
町
の
自
然
動
態
人
口
は
、

出
生
が
死
亡
を 

(

出
生
死
亡)

平
均
し
て
上
回
り
、

過
去
一
〇
か
年
の
平
均

態 動 口 人

（注）△は減

x区分

年次、

自然動態⑷ 社会動態⑻ 増減

⑶+⑻生出 死亡 増減 転入 転出 増減

昭和56 137 114 23 835 925 △ 90 △ 67

57 172 114 58 1,042 1,042 △ 20 38

58 141 125 16 784 1,002 △ 224 ム208

59 110 101 9 816 944 △128 ふ119

60 130 131 △1 772 924 △152 △153

61 106 124 △18 635 688 53 △ 71

62 128 108 20 684 701 △17 3

63 97 117 △ 20 694 777 △ 83 △103

平成元年 95 109 △14 695 816 △121 △135
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自

然

動

態(

増)

率

は

平

均

<.
・

四

五

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る̂
 

出
生
率
が
上
り
、

平
均
寿
命
の
延
び
に
よ
る
死
亡
率
の
減
が
、

自 

然
動
態
増
加
率
を
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、

こ

れ

が

人

口

増

加

の 

基
本
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
老
齢
化
も
進
む
が
、
若
年
層
の
定 

着
を
は
か
り
、

出
生
率
増
加
を
は
か
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ 

る
。社

会

動

態

人

口

社

会

動

態

人

口

は

、
依
然
と
し
て
転
出
が
多 

(

転
入
転
出)

く
、

本
町
の
特
性
と
し
て
観
光
産
業
に
異
動 

が
激
し
く
み
ら
れ
、

昭
和
五
十
六
年
以
降
も
転
入
が
減
少
し
て
い 

る
。

こ
れ
は
、

経
済
社
会
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
過
去 

一
〇
年
間
の
社
会
動
態
減
少
率
は
年
平
均
約
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
な 

っ
て
い
る
。

人
口
減
少
が
及
ぼ 

本
町
の
人
口
推
移
を
み
る
と
、

隣
接
町
村 

す

社

会

的

影

響
 

に
比
べ
、

比
較
的
ゆ
る
や
か
で
あ
る
と
は 

い
え
、
確
実
に
減
少
し
て
い
る
。

人
口
流
出
の
原
因
は
多
々
あ
る 

が
、
最
大
の
要
因
は
経
済
事
情
の
変
化
で
あ
り
、
農
林
業
の
低
経 

済
性
と
地
場
就
業
機
会
の
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
若
年
層
の
流
出 

に
よ
る
老
齢
人
口
の
増
加
、

労
働
力
の
劣
悪
化
は
町
の
活
力
を
な 

く
し
て
き
た
。

高
度
経
済
発
展
の
運
動
原
則
と
し
て
過
疎
と
集
中
過
密
化
を
生

じ
、

い
ろ
い
ろ
な
弊
害
を
引
き
起
こ
し
、

農
村
は
常
に
産
業
経
済 

予
備
地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
生
産
、
生
活
機
能
、
教
育
、
 

保
健
、
防
災
な
ど
基
礎
的
行
政
条
件
の
低
下
を
招
き
、

本
町
と
し 

て
も
行
政
水
準
の
維
持
向
上
に
音
慮
し
な
が
ら
努
力
し
て
き
た
と 

こ
ろ
で
あ
る
。
著
し
い
過
疎
地
域
に
対
し
て
は
、

「
過

疎

地

域

対 

策
特
別
措
置
法
」
が
適
用
さ
れ
て
き
た
が
、
牧
園
町
は
、

準
過
疎 

地
と
し
て
当
時
そ
の
恩
恵
に
浴
せ
な
か
っ
た
、

い

わ

ば

過

疎•

過 

密
の
谷
間
と
し
て
、

住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
行
政
推
進
に
当 

た
っ
て
き
た
が
、

従

来

の

国

の

三

全

総(

第
三
次
全
国
総
合
開
発 

計
画)

に
み
る
生
活
、

生
産
、
機
能
の
調
和
し
た
定
住
構
想
に
基 

づ
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
に
積
極
的
に
国-

県
の
施
策
を 

受
け
入
れ
、
若
年
層
の
定
着
で
き
る
環
境
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

幸
い
に
、

人
口
流
出
も
安
定
化
の
方
向
で
横
ば
い
傾
向
を
み
せ 

る
よ
う
に
な
り
、

や
や
活
力
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
が
、

今
後
対 

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
、

高
齢
社
会
下
に
お
け
る 

老
人
問
題
、

福
祉
年
金
、
老
人
医
療
に
関
す
る
国
民
健
康
保
険
へ 

の
対
応
、

農
林
業
の
兼
業
老
齢
婦
人
化
に
伴
う
生
産
力
低
下
へ
の 

懸
念
、

商
業
活
動
の
低
迷
が
あ
る
。

ま
た
、

消
防
防
災
に
お
い
て 

は
、

組
織
の
高
齢
化
に
よ
る
消
防
力
の
維
持
、

児
童
生
徒
の
減
少

32



第5章人口•世帯

の
も
た
ら
す
社
会
的
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

地 

場
産
業
の
振
興
を
促
進
し
、

働
く
場
の
確
保
と
生
活
環
境
を
整
備 

し
、

文
化
、

教
育
、

医
療
、

福
祉
の
充
実
を
図
り
、

よ
り
豊
か
で 

自
然
と
生
活
、

機
能
を
調
和
さ
せ
た
、

活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
の 

た
め
、

人
の
交
流
と
定
住
す
る
施
策
を
積
極
的
に
講
じ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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第1編自然•地誌

第

六

章

地 

名

一
 

字
 

名

牧
園
町
内
の
大
字
は
、

藩
政
時
代
の
村
名
で
あ
っ
て
、

明
治
二 

十

二

年2

ハ
ハ
九)

町

村

制

施

行

以

来

大

字

名

と

な

っ
て

い 

る
。

そ
の
数
は
大
字
七
、
小
字
は
九
八
一
で
あ
る
。

◎

大

字

宿

窪

田
(

小
字
数
一
四
八)

川

影
•

川

影

前

畑•

ウ
ケ
ノ
ロ 
•

芦

谷

原•

芦

谷

原

前

田•

芦
谷 

原

田

神•

芦

谷

原

川

原•

堂

ノ

山•

登

明

田
•

後

方
•

芦

谷

原
 

上
•

七

俣

平•

登

明

迫•

大

道

迫•

大

道

中

迫•

柿

木

迫
•

鶴
ヶ 

野
•

上

原
•

田

原
•

田

原

山•

後

迫
•

瀬

戸

口•

沓

ヶ

迫
•

浜
ノ 

場
•

大

迫
•

大

迫

平•

市

塚
•

七

俣
•

北
脇
山•

西
瓜
越•

毛

森
• 

芝

良
•

平

之

山•

川

津

原•

貫

ノ

ロ

・

小

瀬

戸•

棚

ヶ

迫•

松
ヶ 

迫
•

八

窪
•

芋

洗
•

時

仏
•

宿

ノ

迫•

宿

窪

田•

牧

園
•

鳥

越
• 

南

迫
•

別

当

山•

網

掛
•

別

当
•

枝

ヶ

迫•

瀬

戸
•

桜

ヶ

迫•

戸 

草

瀬

戸•

桜

ヶ

迫

尻•

真

米
•

猿

越
•

外
川
原•

稲
荷
迫•

护

柄
• 

建

添
•

湯

ノ

段•

湯

ノ

迫•

入

佐

ヶ

迫•

藤

ヶ

中

尾•

大
胡
麻
ヶ

迫
•

胡

麻

ヶ

迫•

轟

平
•

上

ノ

迫•

遠

目

塚
•

間

手

ヶ

迫•

間
手 

ヶ

原•

岩

下
•

城

ヶ

後•

下

牧
•

前

田
•

三
畝
元•

岩

崎•

登

別
• 

雀

ヶ

原•

ヒ

ガ

ン

田•

雀

ヶ

原

山•

坂

元
•

赤

田
•

椿
•

大

丸
• 

城

ヶ

鬼•

奈

良

木

田•

権

木
•

向

荒
•

星

ヶ

迫•

岩

崎

迫
•

牧
神 

岡
•

石

坂

山•

池

田
•

真

角
•

島

田
•

鬼

沢

津•

花

立
•

石
坂
松 

ヶ

迫•

瀬

ヶ

迫•

尾

上

迫•

馬

場

口•

横

瀬

踏

切•

須

ノ

迫•

弓 

張

木
•

小

段
•

沓

日

方•

井

丸

迫•

金
差
段•

門

ノ

木•

唐

笠

松• 

桑

鶴
•

桑

鶴

平•

都

ヶ

原•

行

司

知

行•

市
来
迫•

鍋

倉•

孫

八
• 

川

原

後

迫•

川

原

前

迫•

札

建
•

柿

ヶ

迫•

滝

ヶ

迫
•

藤

ケ

山
• 

湯

ノ

窪•

塩

浸
•

湯

ノ

上•

戸

崎
•

平

落
•

寅

ヶ

迫
•

宮

ヶ

迫• 

芝

峯

・
手

ヶ

迫•

コ
ラ
谷
迫•

コ
ラ

谷•

枚

山•

別

府•

針

ノ

崎• 

湯

ノ

原•

丸

羽

・

原•

越

附
•

須

滝
•

新

湯
•

砂

子
•

安

楽
•

梅 

ヶ

渡•

葉
切

◎

大
字 

三

体

堂
(

小
字
数
一
四
〇)

音

川

田•

長

田
•

下

原
•

大

丸
•

奈

良

木•

岩

崎
•

牛

角
•

川
原 

崎
•

桑

木

前

・

小

丸•

岩
下
・
小
床
・
宇
都
口 •

鍋

山•

谷

ヶ

迫• 

札

立
•

山

ッ

ケ•

尾

谷

口•

上

小

原•

包
ヶ
迫•

楠

木

迫•

立

山
• 

平

黒

川•

七

十

走

リ•

桜

ヶ

迫•

篠

丸
•

大

園
•

鬼

ヶ

窪
•

井
手 

ヶ

原•

妙

見

原•

渡
瀬
ロ 
•

聞

迫
•

登
リ
迫•

宮

ヶ

迫•

音

川

前• 

中

川

原•

外

蘭
•

堂

ヶ

平•

中

福

良•

上

原
•

棚

ヶ

迫
•

後

迫
•
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松

迫
•

萩

ノ

段
•

渋

迫
•

下

大

迫•

中
ノ

迫•

下
中
迫•

瀬

ヶ

迫• 

芦

谷

迫•

桑

木

迫
•

下

芦

谷

迫•

度

山

迫•

櫓

山
•

櫓

山

上•

後 

山
•

露

係
•

柿

梁
•

赤

池
•

集

リ
•

引

坂

ヶ

迫•

引

坂

迫

平•

外 

松
•

似

ケ

迫
•

御

用

ケ

迫•

人

枯

木•

上
大
迫•

小
回
迫•

回

迫
• 

離

山
•

且

野

場•

チ

シ

ャ

ヶ

迫•

藤

ヶ

迫
•

藤

段
•

丸

山
•

風
呂 

谷
•

牧

原
•

上

牧

原•

赤

子

渡•

上

赤

子

渡•

古

屋

敷•

赤

子
• 

湯

原

頭•

湯

ノ

原•

池

ノ

谷
•

寺

野
•

中

原
•

倉

掛
•

梅

木

山
• 

提

段
•

多

々

羅

迫•

岩

山
•

別

府

田•

原
•

前

原
•

中

野
•

今
別 

府
•

宮

田

・

桑

木

ヶ

谷•

松

木

坂•

上

松

木

坂•

新

五

屋

敷•

内 

野

々
•

錄

投
•

手

洗
•

関

平
•

高

野
•

一
本
松•

豆

打

原

平•

豆 

打

原
•

堂

地
•

神

田
•

川

床
•

松

ヶ

渡•

持

山
•

佐

木

段•

枇
杷 

ノ

首•

下

ノ

段•

手

崎

谷

平•

宇

瀬

戸•

四

角

目•

四

角

目

平• 

川

床

平

・

蘭

田•

菅

牟

田•

黒

巣

・

新

兵

衛

塚•

田

方
•

似
尾
・ 

大

平
•

西

原
•

岩

瀬

戸•

中

岡
•

石

ヶ

迫•

蓑

荷

谷•

荒

平
•

池 

元
•

道

ヶ

迫
•

古
江
山

◎

大

字

万

膳
(

小
字
数
二〇

三)

窪

山
•

山

渡

瀬•

中

園
•

和

田

下•

井

手

元•

川

窪
•

小

園
•

遠 

目

塚
•

和

田
•

内

の

迫•

イ

チ

コ

チ

迫•

松

ヶ

迫•

街

道

ロ•

田 

子
•

西

脇
•

牧

原
•

清

ケ

迫•

吉

原

前•

吉

原
•

栄

良

尾•

与
市 

ヶ

谷
•

萩

の

平
•

中

岡
•

横

射

場•

俵

ヶ

迫•

七

曲
•

永

山
•

湯

谷
•

北

園
•

無

物

田•

仮

屋

下•

前

田
•

中
福
良•

新

改•

成

政
• 

越

ヶ

尾•

九

日

田•

下

府

鳥•

西

原
•

貫

川
•

巡

礼

塚
•

鋼

河
• 

若

ノ

上•

立

平
•

木

場

田•

中

肥
•

井
の
手
平•

瀬

戸•

黒

丸

向• 

木

場

迫•

余

慶

松•

石

塚
•

湯

助
•

永

野
•

小

比

良
•

五

敷
•

黒 

丸
•

黒

園
•

下

黒

丸•

佐

賀

利

山•

牛
木
屋•

大
良
ヶ
谷•

丸
尾
・ 

木

屋

谷•

鹿

倉
•

伊

丹

ケ

生•

貴

之

多

尾•

銀

湯
•

善

王

神•

中 

之

生
•

高

塚
•

中

之

段•

椎

祭

志•

狸

穴•

後
世
宇
都
良•

鳥

足
• 

小

鉢
•

板

小

屋•

海

老

野•

出

功

平•

音

無
•

奥

之

院
•

入
ケ
中 

尾
•

観

音

街

道•

湯

水
•

惣
須
木
院•

阿
歴
利
鹿
倉•

宇

津

潟

城• 

千

迫
•

稲

之

段•

内

野

•々

元

隆

寺

山•

立

山
•

坂

の

下•

昌
蒲 

ヶ

谷•

茂

市

街

道•

芙

黄

木

ヶ

瀬

戸•

上

水

堀

迫•

伊

勢

堀•

根 

木

山
•

水

堀

迫•

湯

の

迫•

石

の

水•

黒

園

下•

大

窪
•

山

下
• 

浜

之

湯•

前

平
•

穂

出

坂•

上

十

石•

岩
屋
平•

皿
北•

滝

の

上• 

一
本
格•

巣

ノ

谷•

斗

星

田•

宮

園

原•

平

松
•

月

の

輪•

竜
ヶ 

嶺
•

下

十

石•

中

尾
•

中

段
•

三

ヶ

元•

宇

都

迫•

堪

忍

迫•

並 

松
•

珍

多

良•

入

迫
•

毛

毬

迫•

古

屋

志•

椿

へ•

水

上•

丸

山
• 

弓

射

場

ヶ

谷•

木

佐

ヶ

迫•

先

梶

場•

梶

の

場•

供

養

塚
•

道
ヶ 

迫
•

浅

谷
•

黒

須
•

黒

葛

山•

梁

瀬

塚
•

扇

の

迫•

金

木

山•

谷 

の
口 
•

向

山
•

梅

の

木
•

渕

之
•

川

舟
•

今

村

原•

前

之

迫•

大 

迫
•

轟
•

上

小

笹•

竹

原
•

登

迫
•

木

登

迫•

馬

渡
•

下

扇

迫•
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下

彦

水•

処

迫
•

源

太
•

下

村

松•

村

松
•

彦

水•

荒
平•

中

岡
• 

大

岩

下•

茗

荷

谷

ノ

上•

茗

荷

谷•

赤

池
•

水

頭
•

栗

野

山•

鵜 

飼
ノ
ロ 
•

有

村
•

城

ヶ

段•

弐
反
田•

城
ヶ
宇
都•

梅

ヶ

渡

迫
• 

落

水

田•

車

田
•

松

崎
•

鍋

迫
•

梅

ヶ

渡
•

緩

目
•

妙

見

迫•

桜 

ヶ

迫•

論

ヶ

迫
•

猫

迫
•

花

立
•

有

村

上•

高

尾
•

大

迫
•

井
手 

上
•

井

手

ノ

山•

緩

子
•

南

迫
•

乙

迫
•

女

田
•

滝

ヶ

迫
•

滝
ヶ 

迫

窪

山
•

渡
瀬

◎

大

字

下

中

津

川
(

小
字
数
一 

一
九)

妙

見

崎•

岩

下
•

和

気

ノ

湯•

滝

下
•

滝

ノ

上•

犬

飼

迫•

幸
蔵 

野
•

打

越
•

北

住
•

斜

迫
•

打

越

手•

亀

松

迫•

エ
ボ
シ
ダ
ケ• 

小

山
•

平

迫
•

傘

松
•

坂

下
•

梨

窪
•

脇

迫
•

赤

迫
•

勤

原
•

犬 

飼
•

田

代
•

後

迫
•

化

鶴
•

今

後

迫•

本

迫•

小
後
迫•

今

後

原• 

草

木

迫

・

下

馬

塚•

ビ

ン

ヅ

ル•

ビ
ン
ヅ
ル
尻•

中

迫•

小

中

迫• 

水

溜
•

知

鳥

迫
•

水

留

原•

桃

ヶ

八

重•

タ

ラ

キ

迫•

真

角

原• 

雷

ヶ

原•

尾

迫

原•

下

原
•

桑

木

迫•

上

タ

ラ

木•

早

馬

迫•

改 

田
口 
•

上

野

原•

萬

徳
•

四

ノ

坪•

三
月
田•

八
反
丸•

下

川

原• 

向

田
•

向

田

原
•

鍋

迫
•

荒

田
•

南

谷
•

坂

水
•

橋

口
•

門

田
• 

花

草
•

小

山

口•

大

久

保•

ウ

フ

コ

エ•

他

ヶ

迫•

牛

ケ

迫•

細 

迫
•

先

細

迫
•

右

牧
•

先

右

牧•

浸
坂•

大
ロ
ノ
谷•

藤

ヶ

瀬

戸• 

伊

藤

松•

大

堂
•

焼

山

下•

焼

山
•

檀

迫•

間
ノ
瀬
谷•

火

峯

原•

タ

ラ

ガ

迫•

松

ヶ

迫•

折

橋

後

迫•

東

迫
•

桜

谷
•

折

橋
•

ナ
コ 

チ
•

瀬

戸

山•

中

瀬

戸

山•

木

登

迫•

下

木

登

迫•

西

ノ

原

甲• 

坂

上
•

古

道
•

別

府
•

観

音

迫

下•

曲

リ

白

尻•

廻

迫
•

八

毛
• 

星

合

原•

越

ヶ

野

原•

論

ヶ

迫•

大

内

迫

尻•

地

頭

原•

東

平
• 

深

谷

滝

平•

笛

ヶ

迫•

深

谷
•

食

田
•

大
内
迫•

大
人
形•

桜

迫
• 

豊

•

稼

原
•

戸

井

迫•

迫

田
•

水
流

◎

大

字

上

中

津

川
(

小
字
数
七
九)

萬

徳

前

田•

越
の
一 
•

越

の

二•

上
前
田
一 
•

久

保

前•

前

原
• 

馬

場
•

宮

ノ

前
•

油

田
•

川

路

山•

井
手
原•

梨
子
木•

上

向

田• 

桑

取

迫•

脇

の

迫•

柳

迫
•

橋

の

ロ•

植

の

迫•

穂

年
•

横

迫
• 

船

ヶ

迫•

谷

迫
•

干

羅

ヶ

谷•

谷

頭
•

平
早•

中
紙
段•

大

目

迫• 

迫

の

ロ•

椅

迫
•

七

回
•

大

久

保•

桜

迫
•

宮

の

上
•

板

小

屋• 

道

下
•

少

原
•

池

田
•

湯

窪
•

錐

山
•

露
•

通

山
•

扇

の

原•

小 

松

迫
•

宇

都
•

後

迫
•

湯

迫
•

溝

口
•

真

角

迫•

出

口
•

中

迫
• 

真

角

原•

終

木

平•

鬼

ヶ

瀬

戸

頭•

馬
場
口•

鬼
ヶ
瀬
戸•

福

迫
• 

棚

迫
•

通

ヶ

迫•

千

石

迫•

下

原
•

健

崎
•

健

崎

前•

古

江
•

宇 

都

迫
•

上

段
•

下

段
•

包

迫
•

池

頭
•

井
田
水•

一
本
木•

塩

水
• 

開

戸

口•

石

峯
•

大

久

保

原•

谷

門
•

川

原
•

神

小

窪•

川

路
• 

添
ヶ
迫

◎

大
字 

高

千

穂
(

小
字
数
三
〇)
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名第6章地

手

原

前•

平

原
•

轟

木
•

轟

木

山•

須

ヶ

田•

柳

ヶ

平•

小

谷
• 

出

口
•

高

岡
•

荒

平
•

内

久

保•

母

ヶ

野•

岩

下•

山
口 •

真

頭
• 

小

塚

原•

八

長
•

三

本

木•

大

瀬

戸•

栗

川
•

竜

石
•

殿

湯
•

手 

洗
•

江

藤

谷•

山

城
•

丸

尾
•

湯

ノ

谷•

硫

黄

谷•

栄

之

尾•

新 

床
鹿
倉

◎

大

字

持

松
(

小
字
数
二
六
二)

前

田
•

天

水

堂

面•

内

恒

見•

竹

下
•

下

リ
•

出

泉

迫•

尾

迫
• 

小

原

迫•

小

原

山•

皆

越
•

向

田

方•

向

田

方

平

；
问

田•

黒
ヶ 

原
•

黒

ヶ

迫•

下

池
•

広

池

迫•

広

池
•

炭

床•

炭
床
山•

床

頭
• 

淀

迫
•

臼

崎

前

田•

総

谷
•

滝

ノ

上•

前

春
•

滝

ヶ

原•

折

口
• 

上

床
•

下

床
•

岩

頭
•

岩

原
•

折

迫
•

滝

下•

童
ヶ
原•

柿

木

迫• 

古

日

崎•

距

切
•

後

迫
•

瀬

戸

上•

臼

崎

宇

戸•

天

水

臼

崎•

仏 

前
•

猿

喰
•

シ

ホ

ラ•

山

鳥

田•

ハ
ナ
ク
ル
ス•

真

方
•

間

口
• 

柳

ヶ

迫•

上

竹
•

深

谷
•

松

山
•

稼

原
•

小

松

原

・g

原
•

五
反 

田

平
•

総

知

尻
•

別

府

迫•

勝

尾

岡•

平

原
•

平

原

前•

狩

田
• 

川

戸

山•

鳥

越
•

向

ヶ

迫•

向

ケ

平•

宇

戸

原•

宇

島

越•

宇
戸 

原

頭

・

中

岡•

百

木

迫•

百

木

迫

平•

宮

内

迫•

茶

屋

原•

茶
屋 

段
•

俵

迫
•

田

原

迫

頭•

中

ノ

迫•

中
ノ
迫
尻•
«

水
迫•
«

平
• 

道

ヶ

迫•

権

定
•

亀

甲
•

権

溜
•

仁
太
迫•

西
之
谷
頭•

西

ノ

谷• 

次

米

田•

次

米

田

頭•

田

方
•

田

方

頭•

聖

原
•

聖

原

頭•

中
道

迫
•

中

迫

原•

五

右

エ

門

原•

上

道

迫•

扇

迫

頭•

扇

迫

原•

善 

五

原
•

扇

迫
•

狩

松

迫•

井

手

丸

頭•

井
手
丸•

高
尾
尻•

高

尾
• 

高

尾

頭•

井

手

迫•

曲

山

尾•

曲

山
•

小

井

手

ヶ

谷•

砂

走
•

和 

志

迫
•

扇

迫

枝•

馬

場

原•

馬

場

迫•

勝

間

ヶ

迫

頭•

勝

ヶ

迫• 

馬

場

迫

尻•

桑

鶴
•

上

穴
•

焼

山
•

笹

段

前

田•

四

郎

ヶ

迫•

四 

郎

ヶ

山•

頭

迫
•

川

久

保•

下

溝
•

ナ

メ

ラ•

深

迫

前•

ナ
メ
ラ 

原
•

ナ

メ

ラ

前•

川

久

保

頭•

川
久
保
平•

真
川
久
保•

佐

敷

原• 

佐

敷

段•

佐

敷

迫•

佐

敷

平•

松

ヶ

峯•

松

北•

松

北

頭.

柿

迫
• 

湯

黒

ヶ

谷•

柿

畑
•

赤

ハ

ゲ•

赤

ハ

ゲ

頭•

天

辰

迫•

天

辰

頭• 

登

立
•

段

床
•

犬

ノ

迫•

犬

ノ

迫

平•

犬
ノ
迫
尻•

深

迫•

音

森
• 

乙

森

上•

小

路

岡•

小

路

原•

岡
•

岡
原•

星
ヶ
迫
・
甲
辺
原•

岡 

山
•

所

平
•

所

迫
•

桑

木

頭•

桑

木

畑•

拝

摩

坊•

植

村

前•

植 

村
•

下

村
•

後

谷

山•

後

谷
•

猿

内
•

猿

内

頭
•

内

訳

山
•

内 

合
•

水

洗
•

小

渡
•

大

渡
•

大

渡

下•

大

渡

口•

ヌ

キ

ノ

ロ•

大 

渡

上
•

大

渡

平•

大

渡

裏•

八

丁

山•

出

水

原•

中

原
•

下

原
• 

中

山
•

黒

岩
•

向

中

春•

市

後

原•

市

後

柄•

市

後

柄

山•

小
渡 

川
•

小

谷

川

・
今

水
•

今

川
•

今

水

平•

今

水

原•

辻

之

原

・
次 

八

堀
•

大

迫

原•

堺

子

仏•

堺

子

原

・

大

合

迫•

伊

勢

谷

山

・
森 

伏
•

崩

渡

頭•

崩

渡
•

白

酒

田

頭•

池

迫
•

池

迫

原•

弓

張

水• 

芝

立
•

芝

立

原•

白

酒

田•

白

酒

田

尻•

伊

勢

谷

平•

伊

勢

谷•
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新

五

屋

敷•

赤

水
•

冷

水

谷•

冷

水

原•

冷

水

平•

冷

水

岡•

冷 

水

段
•

イ

チ

ノ

木

山•

藤

尾
•

阿

三

ノ

迫•

拾

石

平•

拾

石

原• 

拾

石

迫•

草

子

原
•

草

子

谷•

草

子

段•

回

リ

山

平•

小

丸
•

鮫 

迫
•

鮫

迫

頭•

田

口

迫•

阿

三

迫

尻•

葛

谷
•

間

世
•

間

世

頭• 

白

田
•

坪

子

田•

卯

先

ヶ

宇

都•

山

神

原•

棚

迫
•

中
小
路
ニ
ニ 

又
•

仮
屋
田

二

集

落

名

「
牧
園
町
自
治
公
民
館
設
置
規
則
」

に

よ

る

と

、
牧

園
(

一
 

〇 

区)

、

三

体
(

四
区)

、

万

膳
(

五
区)

、
高

千

穂
(

八
区)

、

中
津 

川
(

八
区)

、

持

松
(

四
区)

の
各
集
落
名
と
世
帯
数
は
一
覧
表 

の
と
お
り
で
あ
る
。

集
落
名•

世
帯
数
一
覧
表

同
第
四
区

同
第
三
区

同
第
二
区

牧
園
第
一
区

区 

名

下
宿
窪
田
、
中
宿
窪
田
、
上
宿
窪
田
、
堂 

ノ
下
、
麓
、
ひ
ば
り
が
丘(
I
)

、
ひ
ば
り

牧
園
、
城
ヶ
後

川
原
、
城
山
、
間
手
原

前
塩
浸
、
後
塩
浸
、
下
塩
浸
、
日
之
出
、
 

発
電
丽

集 

落 

名

二六二一
八
二
四
四

三
〇

世
帯
数

38

同
第
四
区

同
第
三
区

同
第
二
区

万
膳
第
一
区

同
第
四
区

同
第
三
区

同
第
二
区

三
体
第
一
区

同
第
一O

区

同
第
九
区

同
第
八
区

同
第
七
区

同
第
六
区

同
第
五
区

一

上
大
窪
、
中
大
窪
、
大
窪
、
府
鳥
、
下
府
一

鳥
、
永
野

鋼
河
、
新
改
、
成
政
、
九
日
田
、
上
扇
之 

迫
、
中
扇
之
迫
、
下
扇
之
迫
、
中
福
良
、
 

西
郷
、
町
営
住
宅

東
古
屋
志
、
西
古
屋
志
、
古
屋
志
、川
窪
、
 

和
田
、
中
園
、
松
原
、
女
田
、
渡
瀬
、
吉 

底 有
村
、
前
有
村
、
後
有
村

銀
湯
、

大
霧(

下)

、

大
霧(

中)

、

大
霧 

(

上)
坂
下
、
内
野
々
、

一
本
松

上
中
野
、

下
中
野
、

中
野(

上)

、

中
野
一

(

下)

、
学
校
住
宅

川
床
、
田
方
、
上
宇
都
ロ
、
下
宇
都
口

西
寺
原
、
中
寺
原
、
東
寺
原
、
轟
木⑶

、

轟
木⑻

中
福
良
、
中
郡
、
植
、
鹿
屋
、
尾
谷
口

川
津
原
、
川
影
、
下
芦
、
元
芦
、
北
脇
、
 

七
又
、
七
又
住
宅

落
水
田
、
中
落
水
田
、
上
芦
谷
原
、
中
芦 

谷
原(

上)

、
中
芦
谷
原(

中)

、
中
芦
谷
原 

(

下)

、
上
停
車
場
、
下
停
車
場

下
石
坂
、
中
石
坂
、
上
石
坂
、
石
坂
、
坂 

元 上
瀬
戸
口
、
下
瀬
戸
口
、
田
原
、
上
原
、
 

真
角
上
、
真
角
下

一
 

が
丘(
U
)

、
ひ
ば
り
が
丘(
M
)

、
ひ
ば
り 

が
丘(
N
)

六
八

一
〇
九

九
二
二
八

一
五
四
〇

七
一八
里

七
五

八
六

ニ
二
六

一
〇
五

七
六

一
八
六

一
一



第6章地 名

同
第
八
区

同
第
七
区

同
第
六
区

同

第
五
区

同
第
四
区

同

第
三
区

同

第
二
区

中
津
川
第
一
区

同
第
八
区

同
第
七
区

同
第
六
区

同
第
五
区
一

同
第
四
区

同
第
二
区 

同
第
三
区

高
千
穂
第
一
区

同

第
五
区

西
横
瀬
、
上
湯
窪
、
 

下
湯
窪
、
 

上
馬
場
、

通
山
前
、
通
山
後
、
上
湯
之
元
、
下
湯
之 

元
、
上
鶴
、
下
鶴
、
健
崎
下
、
健
崎
上

溝
口
、
下
越
、
上
越
、
上
荒
瀬
、中
荒
瀬
、
一

下
荒
瀬

上
改
田
口 (

上)

、
上
改
田
口 (

下)

、
下
改 

田
口(

上)

、
下
改
田
口(

下)

下
荒
田
、
上
荒
田
、
戸
ノ
道
、
深
谷
、
古 

道 下
犬
飼
、
中
犬
飼
、
上
犬
飼
、
新
川
、
田 

代 妙
見
、
折
橋

下
安
楽
、
上
安
楽

母
が
野•

栗
川
地
区(

旧
一
区)

小
谷
川•

国
道
ニ
ニ
三
号
線•

町
道
母
が 

野
線
で
囲
ま
れ
た
部
分

地
図
上
で
小
谷
川
よ
り
北
側

一
町
道
母
が
野
線
と
旭
が
丘
住
宅
を
含
む
殿 

湯
川
で
囲
ま
れ
た
部
分

国
道
ニ
ニ
三
号
線•

町
道
母
が
野
線•

高 

一
 

千
穂
小
〜
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
〜
教
員
住
宅
前 

道
路
〜
雇
用
促
進
住
宅
横
の
道
路
で
囲
ま 

れ
た
部
分

主
と
し
て
丸
尾
付
近

国
道
ニ
ニ
三
号
線•

小
谷
川•

殿
湯
川
で 

囲
ま
れ
た
北
側
部
分

林
田
、
 

硫
黄
谷
付
近

一
浅
谷
、
水
堀⑷

、
水
堀⑻

八
九

A
O 六

五
七
七

五
九

七
六

三
二
六
四
九
二

一
九
五

二
〇
八

一
〇
四

一
七
四

二
三
一 

一
 

四
一

六
一

一
 

四
八

同
第
四
区

同
第
三
区

同
第
二
区
一

持
松
第
一
区

東
下
村
、
下
村
、
上
村
、
西
市
後
柄
、
大 

渡
、
中
春
、
黒
岩

下
笹
段
、
中
笹
段
、
上
笹
西
、
上
笹
南
、
 

川
久
保
、
高
天
原
、
崩
渡
、
伊
勢
谷

持
松
西
、
持
松
東
、
持
松
中
、
持
松
北

真
方
上
、
真
方
中
、
真
方
下
、
臼
崎
上
、
 

臼
崎
中
、
臼
崎
下

下
馬
場
、
下
板
小
屋
、
中
板
小
屋
、
上
板 

小
屋

六
三

七
二

七
一

六
二

(

「牧
園
町
自
治
公
民
館
設
置
規
則
」
に
よ
る) 

(

注)

高
千
穂
校
区
は
四
区
か
ら
ハ
区
に
再
編
成(

昭
和
五
十
六
年
度 

か
ら)

「参
考
〕

地
名
あ
れ
こ
れ

ど
こ
に
も
思
わ
ず
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
よ
う
な
地
名
が
あ
る 

も
の
だ
が
、

町
内
で
は
、

次
の
地
名
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
。
 

踊

の

麓

昭

和

の

は

じ

め

ま

で

よ

く

使

わ

れ

て

い

て

、

「
踊
郷
」 

の

府

本(

屋
形)

の
あ
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

踊
は
も 

と
北
原
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
城
の
名
前
で
あ
っ
た
が
、
島 

津
氏
の
所
領
と
な
っ
た
こ
ろ
、

税
所
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
持
松
を 

合
わ
せ
、

近
世
の
は
じ
め
に
百
二
外
城
の
一
つ
と
し
て
、

一
つ
の 

行
政
区
画
と
な
っ
た
の
が
踊
郷
で
、

そ
の
中
心
と
し
て
地
頭
の
屋 

形
で
あ
る
と
こ
ろ
が
麓
と
呼
ば
れ
た
。
麓
の
郷
土
た
ち
の
調
練
の
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場
所
が
馬
場
又
は
仮
屋
ん
馬
場
で
あ
っ
た
。
城
は
山
に
あ
り
、

そ 

の
ふ
も
と
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

三

体

堂
(

さ
ん
で
ど)

三
体
堂
は
明
治
二
十
二
年
牧
園
村
が 

生
ま
れ
る
ま
で
は
、
桑
原
郡
踊
郷
三
体
堂
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
 

三
体
堂
と
い
う
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、①

飯
富
神
社
に
、

倉
稲 

魂

命
•

天

照

大

神•

天
児
屋
根
命
の
三
体
の
神
が
祭
っ
て
あ
っ
た 

の
で
三
体
堂
と
い
う
説
と
、②

三

体

堂

に

は

観

音

堂(

飯
富
神
社 

一
の
鳥
居
前
方)
•

釈

迦

堂
(

中
福
良)
•

さ

ん

か

く

堂(

中
郡) 

の
三
つ
の
堂
が
あ
っ
た
の
で
三
体
堂
と
い
う
説
と
が
あ
る
。
 

古
文
書
の
中
に
出
て
く
る
三
体
堂
の
「
体
」
の
字
が
、
彝
•

台
• 

手
•

臺
•

代
と
さ
ま
ざ
ま
に
使
わ
れ
て
い
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。
 

痛

…
…
台

明

寺

文

書•

応

保

二

年(

一
一
六
二)

の

記

に

「
三 

貼

峯

」
「
三#

堂
田
」
と
あ
り
、
東

郷

源

七

郎

知

行

目 

録
•

元

和

六

年(

一
六
二
〇)

の

記

に

も

「
三
銘
堂
村
」 

と
あ
る
。

ま
た
、

「
桑
原
郡
地
誌
備
考
」

川
調
帳
の
記 

も

「
三
豚
堂
」
と
な
っ
て
い
る
。

台

…
…

「
地
誌
備
考
」

の
中
で
は
、

「
三
台
堂
村
、

下
三
台
堂 

村
の
二
村
に
分
つ
」
と
書
い
て
あ
る
。
 

手

…
…
元

和

六

年

の

高

帳

に

は

「
三
手
堂
」
と
あ
る
。
 

臺

…
…
慶

長

十

九

年(

一
六
一
四)

の

高

帳

に

は

「
三
臺
堂
」

と
書
い
て
あ
る
。

代

…
…
薩

藩

沿

革

地

図•

天

正

十

四

年(

一
五
八
六)

の
記
に 

は

「
三
代
堂
」
と
あ
る
。

安
楽 

こ
の
地
名
は
、

こ
の
地
を
訪
れ
た
あ
る
行
者
が
、
神
の 

言

葉

で

「
こ
の
地
に
温
泉
出
ず
べ
し
、

安
楽
に
居
住
を
得
べ
し
」 

の
お
告
げ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
溝
辺
を
領
し
て
い 

た
肝
付
氏
と
何
ら
か
の
縁
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
曾
於
郡 

に
も
安
楽
が
あ
る
か
ら
。

妙

見

伊

邪

那

岐

神

社

は

、

も
と
妙
見
神
社
と
呼
ば
れ
妙
見
崎 

に
あ
っ
た
か
ら
呼
ば
れ
た
名
と
い
わ
れ
る
。

明
治
初
の
神
社
調
に 

は
、
折
橋
に
そ
の
名
が
み
え
、
古

道
•

深
谷
に
も
同
名
の
社
が
あ 

る
。

こ
の
辺
り
は
税
所
の
一
族
瀬
戸
口
氏
に
ち
な
ん
で
瀬
戸
山
の 

地
名
も
残
っ
て
い
る
。

オ
シ
タ
テ
山
が
あ
り
、

ト
ネ
リ
コ
が
栽
培 

さ
れ
て
い
た
と
も
い
う
。

ホ
ッ
セ
バ
イ
は
星
合
原
と
い
う
、

い
わ 

れ
あ
り
げ
の
地
名
で
あ
る
。

こ
の
辺
り
は
麓
地
方
に
魚
塩
の
送
ら 

れ
る
交
通
の
要
路
に
当
た
り
、
岩
堂
観
音
に
似
た
阿
弥
陀
石
像
が 

安
楽
に
も
発
見
さ
れ
た
。

犬

飼

和

気

公

と

の

ゆ

か

り

を

説

く

説

も

あ

る

が

、

特
に
犬
と 

関
係
な
く
、

土
俗
が
イ
ン
ケ
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
犬
飼 

滝
に
松
が
茂
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、

坂

本

龍

馬

は

「
蔭
見
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の
滝
」
と
記
し
て
土
俗
の
言
葉
を
巧
み
に
写
し
て
い
て
面
白
い
。
 

横

瀬

小

字

に

こ

の

名

が

な

い

。

ど
こ
か
横
流
す
る
川
の
辺
り 

の
名
が
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
板

小

屋

な

ど

も

そ

の

例 

霧
島
の
温
泉
場
の
硫
黄
谷
、

ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
、
泉
質
に
よ
る
地 

名
で
あ
っ
た
が
、

の
ち
専
ら
栄
之
尾
と
書
か
れ
た
温
泉
を
、
白
尾 

国
柱
は
可
愛
峡
と
記
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
地
形
が
呼
称
の
も
と 

で
あ
ろ
う
。

牧
場 

林

田

バ

ス

の

停
留
所
に
今
な

お
「
牧
場
」
が
あ
る
。

こ 

れ
は
、
製
材
所
と
と
も
に
国
立
の
施
設
が
で
き
た
明
治
の
こ
ろ
か 

ら
の
呼
称
で
あ
る
。

寺
原 

林

田

バ

ス

停

に

「
寺
原
」
が
あ
る
。

以
前
は
平
原
と
書 

い
た
。

平

坦

な

台

地

を

「
デ
ラ
」
と
呼
ぶ
か
ら
、

こ
れ
も
地
形
か 

ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

明
治
に
な
っ
て
も
踊
郷
の
名
称
は
二
〇
年
も
使
わ
れ
た
。
牧
園 

町
の
名
は
牧
園
小
学
校
か
ら
取
ら
れ
た
と
い
う
。
牧
園
は
馬
場
の 

近
隣
の
名
称
で
あ
る
。
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